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今
後
も
事
業
精
査
の
上
、
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
　

行
政
組
織
だ
け
で
は
無
理
が
あ
り
、

町
民
の
協
働
も
必
要
で
は
。

　
　

施
政
方
針
で
示
し
た
よ
う
に
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

人
づ
く
り
か
ら
始
ま
る
ま
ち
づ
く

り
で
は
ど
の
よ
う
な
世
代
の
ど
の
よ
う

な
人
材
を
育
て
よ
う
と
考
え
て
い
る
か
。

　
　

合
併
当
初
か
ら
地
域
で
活
躍
し
て

き
た
リ
ー
ダ
ー
が
い
た
が
、
今
後
も
各

分
野
で
将
来
を
担
え
る
よ
う
人
材
育
成

を
図
り
た
い
。

　
　

人
件
費
に
か
か
る
コ
ス
ト
カ
ッ
ト

は
大
丈
夫
か
。

億　  千万円１０６１０６

最少の人員と時間で最大の効果を最少の人員と時間で最大の効果を

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
市場事業特別会計
水道事業会計
下水道事業会計
病院事業会計
訪問看護ステーション事業会計

会計区分
２０億９,０００万円
１億５,９００万円
1５億９,５６０万円

６,８００万円
９億５,５０４万円
２億２,２７３万円
２１億６,０１５万円

４,６００万円

＋９.４％（１億 8,000 万円）
＋５.３％（　　　 800 万円）
－０.４％（   　　 640 万円）
＋８３.８％（  　  3,100 万円）
－１３.２％（１億 4,567 万円）

＋３.８％（  　  8,060 万円）
－９.８％（   　　 500 万円）

特別会計

一般会計予算
震災復興分
１０億
３千万円

通常分
９６億
５千万円

特集令和５年度
当初予算

( 前年比  ±０%)( 前年比  ±０%)

歳入

町民から

国から

県から

そ
の
他

地方交付税
３９.３億円
地方交付税
３９.３億円

国庫支出金・
地方消費税交付金
など
１７.４億円

国庫支出金・
地方消費税交付金
など
１７.４億円

農林水産業費
　９.９億円
農林水産業費
　９.９億円

教育費
（学校関連）
１０億円

教育費
（学校関連）
１０億円

　衛生費
（おもに
　清掃など）
１１.７億円

　衛生費
（おもに
　清掃など）
１１.７億円

民生費
（おもに子育て・
　福祉など）
１９.８億円

民生費
（おもに子育て・
　福祉など）
１９.８億円

　総務費
（おもに人件費・
　施設管理費など）
　２２.９億円

　総務費
（おもに人件費・
　施設管理費など）
　２２.９億円

県支出金
６.５億円
県支出金
６.５億円

その他 ４.１億円その他 ４.１億円

町税
１３.５億円

公債費
（借金の返済）
１２.８億円

繰入金・繰越金
（貯金や前年の残り）
１５.１億円

町債
（借金）
８.８
億円

使用料など  ２.１億円

その他（議会費・予備費など）１.５億円
商工費（商工業や観光など）　３.５億円
消防費　５.９億円
土木費（道路や橋の修理など）８.８億円

お金はどこから入ってくる？

お金はどこに使われる？

○歳入で最も大きい比率を
占めている地方交付税が
復興事業の完了とともに
前年比で2億6,730万円
減少
○２番目に占める国庫支出
金と地方消費税交付金は
前年比で4億1,000万円
増加
○寄附金は前年比で2億
5,100万円の減少

○最少の人員で最大の効果を考え総務
費では前年比7,670万円減少
○子育て、福祉の充実を目指し民生費
では前年比5,960万円増加
○ハード事業における復興、復旧が完
了したことにより復興費は廃款

８８

歳出

総
括
的
質
疑

予算額 前年比

町
長
の
４
つ
の
主
要
方
針

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
対
策

　

国
の
方
針
に
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
同
様
の
５
類
の
扱
い
に

な
る
が
、
町
で
は
今
後
も
引
き
続
き
最
大
限

の
対
策
を
講
じ
る
。

②
地
域
経
済
の
回
復

　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
経
済
が
停
滞
し
、
国

際
紛
争
に
よ
り
原
油
価
格
・
物
価
が
高
騰
。

一
次
産
業
、
商
工
業
、
観
光
業
な
ど
が
厳
し

い
状
況
に
お
か
れ
た
。
今
後
開
場
さ
れ
る
う

み
べ
の
広
場
、
ハ
マ
ー
レ
広
場
を
活
用
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
。

③
人
づ
く
り
か
ら
始
ま
る
ま
ち
づ
く
り

　

復
旧
復
興
の
完
了
を
機
に
、
今
後
は
未
来

を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
本

格
的
に
進
め
て
い
く
。
具
体
的
取
り
組
み
と

し
て
は
、
実
際
に
地
域
で
活
動
し
て
い
く
各

分
野
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
た
め
の
人
材

育
成
塾
を
運
営
し
、未
来
へ
の
投
資
を
推
進
。

④
子
育
て
環
境
の
充
実

　

当
町
に
お
い
て
も
出
生
率
が
減
少
傾
向
に

あ
り
、
今
後
は
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
考
え
、
小
中
学
校
の
給

食
費
無
償
化
や
妊
娠
・
出
産
に
係
る
経
済
的

不
安
を
軽
減
す
る
た
め
、
伴
走
型
相
談
支
援

の
取
り
組
み
を
実
施
す
る
。

答答

問答

後藤伸太郎
　　　議員

問

問い
っ
た
お
金
は
町
内
で
循
環
す
る
こ
と

は
な
く
、
こ
の
こ
と
は
職
員
も
認
識
し

て
い
る
と
思
う
。

　
　

地
域
経
済
の
回
復
と
な
る
そ
の
手

法
に
つ
い
て
ど
う
取
り
組
む
か
。

　
　

役
場
は
年
間
１
０
０
億
円
の
お
金

を
使
う
地
域
の
最
大
企
業
と
も
い
え
る

が
、
こ
の
資
金
を
地
域
内
で
使
用
す
る

こ
と
に
よ
り
資
本
の
循
環
が
起
こ
り
経

済
が
活
性
化
す
る
。
一
度
町
外
に
出
て

問答

必
要
で
、
そ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の

研
修
等
も
用
意
し
て
い
る
。

　
　

気
仙
沼
市
で
も
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ

取
得
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
共
同
歩

調
の
考
え
は
。

　
　

経
済
回
復
の
観
点
も
合
わ
せ
近
隣

の
取
り
組
み
に
も
積
極
的
に
関
わ
る
こ

と
は
プ
ラ
ス
に
な
る
と
考
え
る
。

　
　

南
三
陸
町
は
資
源
に
恵
ま
れ
た
町

だ
が
、
地
域
を
牽
引
す
る
リ
ー
ダ
ー
も

必
要
だ
。
そ
れ
を
支
え
る
町
民
総
意
の

体
制
づ
く
り
も
必
要
で
は
。

　
　

町
づ
く
り
に
は
地
域
資
源
も
含
め
、

町
の
宝
と
し
て
展
開
す
る
リ
ー
ダ
ー
が

答

問答

問

伊藤　俊
　　議員

今野雄紀
　　議員
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30
名
定
員
を
満
た
し
て
は
い
な
い
が
、

両
施
設
と
も
に
狭
い
現
状
で
あ
る
。
子
ど
も

た
ち
に
、
広
々
と
し
た
環
境
で
利
用
し
て
頂

き
た
い
。

令
和
５ 

年
度

当
初
予
算
審
査
特
別
委
員
会

《
一
般
会
計
》

　

（
及
川
幸
子
委
員
）
地
方
交
付
税
は
人
口

で
左
右
さ
れ
る
が
、
今
後
５
年
間
の
人
口
推

移
の
見
通
し
は
。

　
　

人
口
だ
け
が
係
数
で
は
な
い
が
、
人
口

が
増
え
る
見
込
み
は
な
い
。
震
災
に
よ
る
人

口
急
減
補
正
が
、
年
度
ご
と
に
減
少
し
て
い

く
。
燃
料
、
電
気
の
高
騰
に
よ
る
国
の
予
算

に
つ
い
て
は
、
希
望
的
観
測
に
な
る
。

今
後
増
え
る
こ
と
は
？

〈
地
方
交
付
税
〉

　

（
三
浦
清
人
委
員
）
国
の
具
体
的
な
動
き

が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
当
町
の
子
育

て
施
策
に
必
要
な
も
の
は
。

　
　

こ
れ
か
ら
様
々
な
提
案
が
な
さ
れ
る
。

適
意
対
応
し
て
い
く
。

こ
ど
も
家
庭
庁
に
期
待
す
る
こ

と
は
　
　
　  

〈
国
庫
支
出
金
〉

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
観
光
庁
予
算
に
は
官
民

連
携
予
算
も
あ
る
。
町
の
考
え
は
。

　
　

事
業
者
が
中
心
と
な
り
地
域
に
ど
れ
だ

け
の
効
果
が
あ
る
の
か
、
自
治
体
と
し
て
ど

の
よ
う
な
連
携
が
必
要
か
を
十
分
に
検
討
し

取
り
組
む
。

補
助
の
有
効
活
用
を

〈
国
・
県
支
出
金
〉

　

（
髙
橋
尚
勝
委
員
）
分
収
林
契
約
か
ら
80

年
経
過
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
伐
採
後
、

返
納
の
意
向
の
よ
う
だ
が
、
町
の
対
応
は
。

　
　

伐
採
の
際
は
担
当
課
へ
相
談
し
て
ほ
し

い
。
返
納
に
関
し
て
は
別
個
相
談
に
な
る
。

分
収
林
の
今
後
は

〈
諸
収
入
〉

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
高
校
寮
賃
借
料
の
仕
組
み
は
。

　
　

町
有
地
に
民
間
が
寮
を
建
設
し
た
。
そ
の
寮
を
町
が
借
り
上
げ
運
営
す
る
。

関
連
経
費
の
２
分
の
１
が
、
国
か
ら
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る
。
入
寮
費
は
、
５
万

５
千
円
。

　
　

寮
の
運
営
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
は
。

　
　

事
業
費
全
体
で
７
千
万
円
の
う
ち
、
２
千
万
円
の
手
出
し
に
な
る
。
ふ
る
さ

と
納
税
等
を
利
用
し
充
当
す
る
。

　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
寮
の
管
理
体
制
と
生
徒
の
健
康
面
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
体

制
は
。

　
　

24
時
間
を
交
代
制
で
３
名
配
置
し
た
。
基
本
は
寮
の
管
理
体
制
で
行
な
う
が
、

不
測
の
場
合
は
町
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　
　

学
力
の
向
上
と
進
学
は
学
校
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
。
志
翔
学
舎
利
用
に
よ

る
国
公
立
進
学
の
推
移
は
。

　
　

運
営
を
進
め
る
う
え
で
、
基
礎
的
な
学
習
の
必
要
性
が
見
え
て
き
た
。
工
夫
を

凝
ら
し
利
用
実
績
は
伸
び
て
い
る
が
、
国
公
立
進
学
の
詳
細
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　

（
三
浦
清
人
委
員
）
高
校
寮
の
評
価
額
の
基
準
は
。

　
　

評
価
内
容
に
対
し
見
積
も
り
を
受
け
契
約
し
た
。
寮
の
機
能
と
し
て
妥
当
な

金
額
と
判
断
し
た
。

　

（
阿
部
司
委
員
）
再
任
用
は
経
験
も
豊
富

で
貴
重
な
人
材
で
あ
る
。
査
定
方
法
は
。

　
　

再
任
用
に
も
役
職
が
あ
り
、
若
手
職
員

と
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
配
置
し
て
い
る
。
一

般
職
員
同
様
、
評
価
シ
ー
ト
を
用
い
て
評
価

し
て
い
る
。

再
任
用
職
員
へ
の
評
価
は

〈
総
務
費
〉

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
ど
の
よ
う
な
方
向
性

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　

塾
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
含
め
委
託
す
る
。

年
間
を
通
じ
、
講
座
形
式
を
考
え
て
い
る
。

人
材
育
成
塾
の
細
部
は〈総

務
費
〉

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
志
津
川
地
区
、
歌
津

地
区
の
定
員
増
に
よ
る
増
改
築
と
の
こ
と
だ

が
、
受
け
入
れ
希
望
者
に
対
し
充
足
す
る
の

か
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
予
算
増

の
内
容
は
　
　
　 

〈
民
生
費
〉

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
子
ど
も
の
生
活
実
態
調

査
を
ど
う
活
用
し
対
応
す
る
の
か
。

　
　

各
関
係
機
関
の
連
携
な
し
で
は
、
一
人

の
子
ど
も
を
支
え
て
い
け
な
い
。
国
の
状
況

を
見
な
が
ら
進
め
る
。

こ
ど
も
を
救
う
た
め
、
ま
ず
調

査
を
　
　
　
　
　 

〈
民
生
費
〉

　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
環
境
へ
の
影
響
も
懸

念
さ
れ
る
単
独
槽
を
所
有
す
る
家
庭
が
、
町

内
に
１
０
０
戸
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
が
、
対

策
は
。

　
　

く
み
取
り
も
含
め
、
新
年
度
か
ら
５
年

間
、
合
併
浄
化
槽
の
補
助
対
象
と
し
て
推
進

し
て
い
く
。

単
独
槽
の
状
況
改
善
は〈衛

生
費
〉

328
件
の
質
疑
の
中
か
ら
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。
５
日
間
の
議
論
の
よ
う
す
を
お
伝
え
し
ま
す
。

歳
　
　
入

歳
　
　
出

焦点は
ここ

複
数
委
員
が
質
疑

高
校
寮
の
運
営
は

高校寮管理運営委託料…1,660万円／高校寮賃借料…2,509万円

　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
ハ
マ
ー
レ
広
場
を
活
用
し
た
、
商
店
街
と
の
一
体
的

な
賑
わ
い
づ
く
り
は
。

　
　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
は
大
き
か
っ
た
が
、
昨
年
か
ら
盛
り
返
し
つ
つ
あ

る
。
広
場
の
オ
ー
プ
ン
を
起
爆
剤
と
し
て
後
方
支
援
し
て
い
く
。

　
　

道
の
駅
の
総
合
管
理
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

現
場
に
窓
口
が
あ
る
の
が
理
想
的
だ
が
、
現
在
は
、
ま
ち
づ
く
り
未
来
、

観
光
協
会
、
商
工
観
光
課
で
連
携
を
取
っ
て
い
る
。
今
の
状
態
も
含
め
、
一

本
化
が
良
い
の
か
を
継
続
検
討
し
て
い
る
。

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
作
を
指
定
管
理
料
に
含
め
ら
れ
な
い

の
か
。

　
　

町
民
の
ロ
ン
グ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
89
名
、
91
本
所
有
し
、
26
名
分
使
用

し
て
い
る
。
指
定
管
理
者
、
専
門
家
の
意
見
を
交
え
、
町
が
主
体
と
な
り
制

作
し
て
い
く
。

　

（
及
川
幸
子
委
員
）
ハ
マ
ー
レ
広
場
の
管
理
内
容
と
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
の
積
算
根
拠
は
。

　
　

総
合
支
所
に
て
管
理
し
、
清
掃
業
務
や
芝
の
管
理
を
委
託
す
る
。
セ
レ

モ
ニ
ー
は
、
地
域
の
方
々
を
中
心
に
60
名
程
度
を
予
定
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

や
設
備
の
設
置
、
運
搬
の
経
費
を
見
込
ん
で
い
る
。

焦点は
ここ

複
数
委
員
が
質
疑

さ
ん
さ
ん
、
ハ
マ
ー
レ

ど
う
盛
り
上
げ
る

南三陸311メモリアル指定管理委託料…1,780万円／
ハマーレ広場管理業務委託料…128万円
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町のみでの産卵が望ましいが

車止めも折れ、放置されてる通学路

令
和
５ 

年
度

当
初
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　

（
及
川
幸
子
委
員
）
特
定
検
診
事
業
に
お

け
る
デ
ー
タ
の
積
み
上
げ
と
分
析
は
大
事
な

こ
と
だ
。
次
年
度
へ
ど
の
よ
う
に
活
か
す
の

か
。

　
　

平
成
30
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の

計
画
で
あ
り
、
６
年
度
か
ら
の
実
施
に
な
る
。

デ
ー
タ
を
も
と
に
、
効
果
的
な
受
診
率
の
向

上
や
町
民
の
疾
病
の
動
向
を
は
か
れ
る
。
よ

り
高
い
受
診
率
の
向
上
を
目
指
し
取
り
組
む
。

検
診
受
診
率
向
上
を

〈
国
民
健
康
保
険
〉

　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
道
路
、
歩
道
と
も
に

傷
ん
で
お
り
管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
。

改
良
の
予
定
は
な
い
の
か
。

　
　

通
学
路
で
あ
り
、
避
難
路
と
し
て
も
重

要
な
町
道
だ
。
速
や
か
に
現
地
確
認
し
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
れ
る
よ
う
修
繕
す

る
。

志
津
川
小
の
登
校
坂
修
繕
を

〈
土
木
費
〉

　

（
及
川
幸
子
委
員
）
町
内
外
の
施
設
利
用

者
の
状
況
は
。

　
　

施
設
に
お
い
て
ク
ラ
ス
タ
ー
の
事
例
が

あ
り
、
入
所
、
利
用
等
を
控
え
て
も
ら
っ
て

い
た
。
施
設
各
所
に
特
徴
が
あ
り
、
利
用
者

の
比
率
は
違
う
。
待
機
も
い
る
が
、
長
い
期

間
待
つ
と
い
う
状
況
で
は
な
い
。

施
設
利
用
者
の
動
向
は

〈
介
護
保
険
〉

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
養
殖
業
の
好
調
、
不

調
は
年
度
ご
と
に
違
い
が
あ
る
。
今
後
見
込

め
る
新
た
な
養
殖
は
。

　
　

９
月
に
区
画
の
一
斉
切
り
替
え
が
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、
新
し
く
組
み
込
ま
れ
る
品

目
等
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
。

新
し
い
養
殖
品
目
は

〈
市
場
〉

　

（
三
浦
清
人
委
員
）
待
ち
時
間
の
改
善
は

で
き
な
い
か
。

　
　

シ
ス
テ
ム
の
更
新
だ
け
で
な
く
、
人
手

に
よ
る
流
れ
の
見
直
し
も
含
め
検
討
す
る
。

会
計
待
ち
時
間
の
短
縮
は〈病

院
〉

《
特
別
会
計
》

　

（
佐
藤
雄
一
委
員
）
自
販
機
の
設
置
要
望

が
出
て
い
る
。
検
討
は
可
能
か
。

　
　

戸
倉
公
民
館
も
含
め
会
議
時
の
需
要
も

あ
る
。
業
者
と
相
談
し
検
討
す
る
。

入
谷
公
民
館
に
自
販
機
を

〈
教
育
費
〉

　

（
佐
藤
正
明
委
員
）
台
風
19
号
と
７
月
豪

雨
の
２
回
の
災
害
に
あ
っ
た
、
せ
せ
ら
ぎ
水

土
里
公
園
（
み
ど
り
こ
う
え
ん
・
林
際
）
が

未
だ
手
付
か
ず
だ
。
今
後
の
考
え
は
。

　
　

県
の
補
助
事
業
で
行
な
っ
た
施
設
で
あ

り
、
関
係
機
関
と
協
議
を
し
た
が
予
算
が
取

れ
な
か
っ
た
。
建
設
課
と
協
議
し
早
急
に
撤

去
す
る
。

台
風
、
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧

急
げ
　
　
　  

〈
災
害
復
旧
費
〉

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
復
旧
完
了
の
見
込
み

は
い
つ
頃
か
。

　
　

母
屋
だ
け
で
も
、
ひ
び
割
れ
箇
所
が
百

カ
所
以
上
あ
る
。
他
施
設
も
含
め
年
度
内
の

完
了
を
目
指
す
。

ひ
こ
ろ
の
里
の
復
旧
、
い
つ
ま

で
　
　
　
　  

〈
災
害
復
旧
費
〉

学
校
の
働
き
方
改
革
、
現
場
の

声
は
　
　
　
　
　 

〈
教
育
費
〉

　

（
三
浦
清
人
委
員
）
教
職
員
は
厳
し
い
労

働
条
件
の
も
と
で
働
い
て
い
る
。
法
の
整
備

が
必
要
と
思
う
が
、
勤
務
の
あ
り
方
に
つ
い

て
教
育
長
の
所
感
を
伺
う
。

　
　

時
間
外
勤
務
を
減
ら
す
よ
う
努
め
て
い

る
が
、
小
手
先
で
終
わ
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

職
務
を
変
え
て
い
く
事
に
関
し
て
は
、
平
成

31
年
に
中
教
審
が
答
申
を
出
し
て
お
り
、
国

や
周
辺
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

（
菅
原
辰
雄
委
員
）
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

利
用
者
に
支
障
な
く
工
事
で
き
る
の
か
。

　
　

住
民
に
迷
惑
が
掛
か
ら
な
い
よ
う
配
慮

し
、
業
者
と
進
め
て
い
く
。

ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
更
新
を

〈
衛
生
費
〉

　

（
阿
部
司
委
員
）
風
評
被
害
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
は
効
果
が
あ
る
。

積
極
的
な
支
援
を
。

　
　

志
津
川
カ
キ
部
会
、
戸
倉
ギ
ン
ザ
ケ
部

会
が
Ａ
Ｓ
Ｃ
の
取
得
を
目
指
し
て
い
る
。
そ

れ
に
合
わ
せ
、
流
通
面
の
認
証
取
得
に
加
工

会
社
２
社
を
予
定
し
て
い
る
。
今
後
も
、
消

費
者
に
選
ば
れ
る
水
産
物
を
重
視
し
施
策
を

展
開
す
る
。

漁
業
認
承
に
新
た
な
動
き

〈
農
林
水
産
業
費
〉

　

（
佐
藤
雄
一
委
員
）
10
年
も
保
管
し
て
い

る
農
家
へ
、
管
理
料
を
出
せ
な
い
の
か
。

　
　

４
年
前
、
ま
き
直
し
作
業
を
行
な
っ
た

際
の
み
の
支
払
い
と
記
憶
し
て
い
る
。
国
の

補
助
事
業
の
た
め
、
処
理
費
と
し
て
優
先
さ

れ
て
い
る
。

汚
染
牧
草
の
保
管
農
家
へ
の
支

援
を
　
　  

〈
農
林
水
産
業
費
〉

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
評
価
基
準
ク
リ
ア
の
進

捗
は
。

　
　

サ
ン
オ
ー
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
を

予
定
し
て
い
る
。
国
内
審
査
を
通
過
し
て
お

り
、
国
際
機
関
へ
の
審
査
に
向
け
最
終
調
整

し
て
い
る
。

ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
認
証
の
進
捗

は
　
　
　
　
　
　 

〈
商
工
費
〉

　

（
三
浦
清
人
委
員
）
北
海
道
か
ら
の
移
入

卵
の
放
流
は
海
か
ら
と
指
定
さ
れ
て
い
る
と

伺
っ
た
が
、
川
か
ら
放
流
で
き
な
い
も
の
か
。

　
　

２
０
０
万
粒
の
う
ち
、
海
中
飼
育
と
孵

化
場
飼
育
が
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
万
粒
ず
つ
で
、

全
て
海
へ
放
流
済
み
で
あ
る
。
新
年
度
に
お

い
て
川
か
ら
の
放
流
で
対
応
す
る
。

サ
ケ
放
流
、
海
か
ら
？

〈
農
林
水
産
業
費
〉
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（
伊
藤
俊
議
員
）

　

既
に
予
約
済
み
の
団
体
等

へ
の
周
知
、
対
応
は
。

　
　

従
前
の
内
容
で
対
応
す

る
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
学
ぶ
機

会
な
ど
創
出
の
考
え
は
。

　
　

よ
り
活
用
で
き
る
よ
う

に
会
員
制
度
の
よ
う
な
も
の

を
作
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

る
。

　

（
三
浦
清
人
議
員
）

　

掛
け
る
金
額
の
段
階
が
あ

る
が
、
そ
れ
を
下
げ
る
こ
と

は
で
き
る
の
か
。

　
　

掛
率
は
各
市
町
村
同
じ

に
な
っ
て
お
り
、
変
更
に
つ

い
て
も
手
当
組
合
の
協
議
が

必
要
と
な
る
。

　

健
康
保
険
法
施
行
令
の

改
正
に
伴
い
、
出
産
時
に

支
給
さ
れ
る
一
時
金
が
８

万
円
増
額
さ
れ
、
令
和
５

年
４
月
１
日
よ
り
一
律
５０

万
円
に
変
更
さ
れ
る
。

　
　

目
的
外
使
用
の
条
件
を

緩
和
す
る
改
正
に
な
っ
て
お

り
、
原
則
１
年
以
内
に
再
建

策
の
検
討
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）

　

空
き
戸
の
住
居
以
外
活
用

策
検
討
は
。

　
　

今
後
有
効
活
用
策
の
一

つ
と
し
て
検
討
す
る
。

　

昨
年
１０
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
震
災
伝
承
施
設
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
利
用
促
進

を
図
る
た
め
の
料
金
見
直

し
が
町
よ
り
提
案
さ
れ
、

条
例
改
正
に
よ
り
６
月
か

ら
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）

　

６
月
１
日
か
ら
変
更
に
な

る
理
由
は
。

　
　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
シ
ス
テ
ム
改

修
な
ど
の
関
係
上
や
事
務
処

理
も
含
め
て
時
間
を
頂
く
た

め
。

議
案議

審
3月定例会議

南三陸311南三陸 311
メモリアルの料金見直しメモリアルの料金見直し

算
正補

予
3月定例会議

企業版ふるさと納税
　　　　見込み下回る
企業版ふるさと納税
　　　　見込み下回る

　

災
害
被
災
等
で
住
居
を

失
っ
た
住
民
に
対
し
一
時

的
に
町
営
住
宅
を
提
供
で

き
る
期
間
を
、
原
則
１
年

ま
で
可
能
と
す
る
条
例
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）

　

１
年
を
超
え
て
入
居
で
き

る
よ
う
に
さ
ら
に
緩
和
で
き

な
い
か
。

定
し
た
が
、
そ
の
効
果
は
。

　
　

県
と
同
一
歩
調
で
ダ
ブ

ル
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
効
果

が
あ
る
。

　

（
伊
藤
俊
議
員
）

　

抑
制
区
域
の
指
定
は
し
っ

か
り
な
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

他
市
町
村
と
歩
調
を
合

わ
せ
、
今
後
も
臨
機
応
変
に

対
応
し
て
い
く
。

　

豊
か
な
自
然
環
境
を
守

る
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
事
業
を
進
め

る
際
の
必
要
な
事
項
を
条

例
で
定
め
、
美
し
い
景
観

保
全
と
災
害
の
未
然
防
止

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）

　

宮
城
県
も
同
様
の
条
例
を
制

る
た
め
に
も
質
問
す
る
。

　
　

本
来
得
ら
れ
る
は
ず

だ
っ
た
収
入
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
消
極
的
損
害
を
含

め
て
、
約
８
，
２
０
０
万

円
で
あ
る
。

　
　
（
三
浦
清
人
議
員
）

二
つ
の
不
祥
事
に
よ
る
町

民
負
担
は
ど
れ
く
ら
い

か
。
町
の
損
害
、
と
言
う

と
誤
解
を
招
く
。
町
民
の

負
担
、
と
は
っ
き
り
さ
せ

原
則
１
年
ま
で
入
居
可
能不

祥
事
に
よ
る
町
民
負
担
は

火
災
等
に
遭
っ
た
際
の
公
営
住
宅

新条例
制 定

環
　
境

省
エ
ネ

を
目
指
す

調
和

　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
今

回
の
補
正
で
１
，
５
０
０
万

円
減
額
さ
れ
て
い
る
が
。

　
　

見
込
み
額
を
大
き
く
下

回
り
、
現
在
２
０
０
万
円
ほ

ど
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
大
き

い
と
思
う
。

　
　

こ
れ
を
原
資
に
お
こ
な

う
事
業
は
予
定
ど
お
り
進
め

ら
れ
る
の
か
。

　
　

一
度
基
金
に
積
み
、
移

住
定
住
促
進
の
施
策
に
充
て

る
予
定
。「
南
三
陸
未
来
チ

ャ
レ
ン
ジ
」
と
い
う
取
り
組

み
も
お
こ
な
っ
て
お
り
、
地

域
づ
く
り
に
対
し
て
寄
付
企

業
か
ら
の
事
業
提
案
も
受
け

付
け
て
い
る
。
ま
た
、
寄
付

集
め
の
営
業
活
動
は
外
部
委

託
し
て
お
り
、
成
功
報
酬
制

な
の
で
委
託
料
も
減
額
し
た
。

職
員
の
退
職
手
当

掛
率
見
直
し
の
必
要
は

　

（
及
川
幸
子
議
員
）

　

体
育
館
の
跡
地
は
駐
車
場

と
し
て
整
備
さ
れ
た
が
、
有

料
利
用
に
す
る
考
え
は
な
い

か
。

　
　

今
後
の
利
用
に
つ
い
て

は
調
整
を
進
め
て
い
く
。

荒
砥
小
学
校
体
育
館

解
体
工
事
完
了

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
多
く

の
業
務
委
託
が
あ
る
が
、
丸

投
げ
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

　
　

本
来
、
町
の
職
員
で
や

る
こ
と
を
専
門
性
等
に
鑑
み

委
託
し
て
い
る
も
の
。
丸
投

げ
し
な
い
よ
う
肝
に
銘
じ
る
。

業
務
委
託
の
あ
り
方
は

　

国
が
創
設
し
た
交
付
金

に
よ
り
、
妊
娠
・
出
産
・

育
児
期
間
に
お
け
る
伴
走

型
の
相
談
支
援
と
、
経
済

国
か
ら
の
給
付
金
で

出
産
・
子
育
て
を
応
援

出
産
育
児
一
時
金

現
行
か
ら
８
万
円
の
増
額

的
支
援
を
一
体
と
し
て
実

施
す
る
も
の
。
令
和
４
年

４
月
以
降
に
産
ま
れ
た
子

ど
も
一
人
に
対
し
、
妊
娠

届
、
出
産
届
そ
れ
ぞ
れ
で

５
万
円
、
計
10
万
円
ず
つ

を
給
付
す
る
。

　

（
伊
藤
俊
議
員
）
給
付
の

開
始
時
期
は
い
つ
頃
か
。

　
　

昨
年
４
月
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
給
付
に
な
る
が
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
が
必
須
な

た
め
、
今
そ
の
内
容
を
調
整

中
。
令
和
５
年
４
月
以
降
に

実
施
の
予
定
。
そ
の
際
は
、

一
人
に
つ
き
10
万
円
を
一
括

で
給
付
す
る
。

　

年
度
末
の
補
正
予
算
に
関
連
し
て
こ
ん
な

質
疑
も
。
消
防
防
災
施
設
の
不
適
正
事
務
、

町
補
助
金
の
不
正
流
用
に
よ
る
損
害
額
と
は
？

議員の

入
谷
　
里
山
の
風
景

荒砥小学校体育館跡地・駐車場

入
谷
復
興
住
宅
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　１月３１日に開かれた「産業団体と議会との意見交換会」（P.１４）の中で、ＡＬＰＳ処理水の海洋
放出による風評被害に対して、強い懸念が示されました。
　議会も同じ想いです。関係機関に対して、以下の意見書を提出しました。 　

３
月
定
例
会
議
に
追
加

提
案
さ
れ
た
２
件
の
人
事

案
件
に
つ
い
て
、
議
長
発

議
に
よ
っ
て
無
記
名
投
票

で
の
採
決
と
な
り
ま
し

た
。
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中

で
投
開
票
が
お
こ
な
わ

れ
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数

で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

略
　
歴

昭
和
55
年
に
歌
津
町
役

場
に
入
庁
し
、
以
来
、

町
職
員
と
し
て
保
健
福

祉
課
長
、
会
計
管
理
者

な
ど
を
歴
任
し
、
令
和

４
年
に
退
職
。

人
事
案
は
無
記
名
投
票
で

　政府においては、「多核種除去設備（ＡＬＰＳ）で処理されたトリチウム以外の核種につ
いて、環境放出の際の規制基準を満たす水（ＡＬＰＳ処理水（以下「処理水」という。））」
の処理について、令和３年４月、これを海洋放出する基本方針を策定し、本年の春から夏ご
ろに放出を開始するとのことである。
　この処理水の海洋放出は、当町においても漁業関係者のみならずその関連産業に従事する
多くの町民にも多大な不安を与える非常に重大な事案である。
　東日本大震災の大津波により壊滅的な被害を受けながらも、筆舌に尽くしがたい苦労とた
ゆまぬ努力の積み重ねにより、ようやく生業を立て直し、水産物のブランド価値向上の取組
といった将来に向けた展望も描ける段階にまできた“復興途上”の現状において、今般の処
理水の海洋放出は、海を生業の場とする“漁民の心”が折られる決定であるとも言え、また、
当町の基幹産業である漁業の後継者の確保といった課題にも悪影響を与えるものであり、ひ
いては町内の関連産業の衰退につながることも強く懸念される事態であることから、南三陸
町議会として国に対し、下記の取組の実現を強く要望する。

１　国が「安全」として推進する処理水の海洋放出が、多くの国民に「安心」と理解される
ように、漁業者、そして、水産物の消費者である国内・国外の多くの方々に対し、あらゆ
る機会を設けて、説明を尽くすこと。

２　全国漁業協同組合連合会をはじめとした多くの漁業関係団体が処理水の海洋放出に反対
の意思を示していることに十分に意を用いるとともに、その切実な意見を丁寧に傾聴する
こと。

３　その上で、風評を生じさせないための対策を講じるとともに、万が一にも水産業をはじ
めとした各種産業の事業者に風評被害が発生した場合においては、直接的であるか間接的
であるかを問わず、また、地域、業種を選ばず、幅広くその対象とするよう東京電力等に
対し強く要望すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　　令和５年３月２４日

宮城県南三陸町議会議長　星　　喜美男　

　内閣総理大臣　岸　田　文　雄 様

新副町長に三浦浩氏新副町長に三浦浩氏
①
起
立
採
決

　

議
会
の
採
決
は
原
則
と
し

て
起
立
採
決
。
賛
成
者
が
起

立
す
る
。
討
論
が
な
い
な
ど
、

全
員
の
賛
成
が
見
込
ま
れ
る

場
合
は
簡
易
採
決
と
な
る
。

②
簡
易
採
決

　

議
長
が
原
案
可
決
で
良
い

か
口
頭
で
宣
告
し
、
異
議
が

な
け
れ
ば
可
決
さ
れ
る
。

③
投
票
に
よ
る
採
決

　

人
事
に
関
す
る
問
題
等
で

起
立
採
決
が
適
当
で
な
い
場

合
に
お
こ
な
わ
れ
る
。

議
会
で
の
採
決
方
法

陳　情　書
議会では、町民の方や町外の方からの陳情などを随時受け付けています。

以上の２つの陳情については、議員に配布しました。

○日本全体で解決すべき問題として、普天間基地周辺の子どもたちを取
り巻く空・水・土の安全の保障を求める陳情
○庁舎内における職員への政党機関紙の勧誘・配達・集金を自粛するよ
う求める陳情

副
町
長

監
査
委
員

三浦　浩氏

横
山
　
孝
明
氏

無
記
名
投
票
の
結
果

　
賛
成　

９ 

票

　

反
対　

３ 

票

賛
成
多
数
に
よ
り   

同
意

無
記
名
投
票
の
結
果

　
賛
成　

８ 
票

　

反
対　

４ 
票

賛
成
多
数
に
よ
り   
同
意

の受理状況の受理状況陳  情陳  情 請  願請  願・・

意見書を提出しました意見書を提出しました

東京電力福島第一原子力発電所事故により発生した処理水の海洋
放出に関する十分な説明と風評被害の対策を求める意見書



反 

対

　
　

　

免
除
す
る
な
ら
全
員
の
職
員
の

　

賠
償
を
免
除
す
べ
き
。

　

よ
っ
て
反
対
で
あ
る
。

︵
今
野
雄
紀 

議
員
︶
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（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
本

申
立
人
以
外
免
除
の
申
し
出

は
な
か
っ
た
か
。

　
　

派
遣
職
員
で
も
う
一
方

い
た
が
消
滅
時
効
の
た
め
免

除
の
案
件
に
な
ら
な
か
っ
た
。

　

（
今
野
雄
記
委
員
）
正
職

員
と
派
遣
職
員
の
賠
償
金
額

の
割
合
は
。

　
　

町
が
負
う
べ
き
額
に
対

し
50
％
を
正
職
員
が
、
更
に

そ
の
半
分
を
派
遣
職
員
が
負

う
。

　

（
三
浦
清
人
委
員
）
免
除

の
申
し
立
て
を
し
な
い
正
職

員
の
扱
い
に
も
配
慮
を
。
す

べ
て
の
職
員
に
負
担
さ
せ
る

べ
き
で
な
い
。

　
　

監
査
委
員
の
検
討
結
果

に
も
と
づ
く
方
向
で
あ
り
、

こ
れ
を
受
け
止
め
た
対
応
で

あ
る
。
全
員
の
免
除
は
申
立

て
が
な
い
以
上
出
来
な
い
。

新機種設置は５月ごろの予定

可
決

起
立
採
決
の
結
果

　
賛
成 

9
人

　
反
対 

２
人

ギ
ン
ザ
ケ
の
水
揚
げ
用
に

魚
類
選
別
機
導
入

賛 

成

議
案議

審
2月臨時会議

派
遣
職
員
　
　
賠
償
求
め
ず

に
は

町補助金の不正流用問題に関する調査特別委員会 

賠償責任　関　特別委　審議に 　し　　　  で

　
南
三
陸
町
農
山
村
地
域
活
性
化
対
策
事
業
費

補
助
金
に
関
す
る
不
正
流
用
事
案
に
係
る
損
害

額
確
定
に
伴
う
町
職
員
の
賠
償
に
つ
い
て
、
こ

の
う
ち
派
遣
職
員
１
名
の
賠
償
責
任
を
免
除
す

る
こ
と
の
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

　

町
の
損
害
額 …

…
…
 

１
，
５
２
９
万
円

　

町
の
責
任
額
（
50
％
）…

…
 

７
７
１
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　

　
派
遣
職
員
１
名
よ
り
賠
償
額(

７
万
２
千
円)

免
除
の
申
し
立
て
が
あ
り
、
町
監
査
委
員
か
ら

こ
れ
を
是
と
す
る
報
告
書
が
町
に
提
出
さ
れ
て

い
た
。
本
件
に
つ
い
て
既
に
設
置
さ
れ
て
い
た

町
補
助
金
の
不
正
流
用
問
題
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
に
お
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

　
　

　

震
災
復
興
応
援
の
職
員
に

　

賠
償
を
求
め
る
こ
と
は
不
適
当
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
賛
成
で
あ
る
。

︵
後
藤
伸
太
郎 

議
員
︶

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
１
社

の
見
積
り
に
よ
る
随
意
契
約

で
あ
る
が
、
複
数
社
に
よ
る

競
争
契
約
は
出
来
な
か
っ
た

か
。

　
　

今
回
見
積
で
の
選
別
機

を
扱
っ
て
い
る
業
者
は
県
内

で
㈱
シ
ー
・
テ
ッ
ク
１
社
の

み
で
あ
る
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
考
え

る
と
随
契
は
妥
当
だ
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
こ
の

選
別
機
は
ギ
ン
ザ
ケ
以
外
に

使
用
で
き
る
か
。

　
　

タ
ラ
、
カ
ツ
オ
等
に
も

使
用
で
き
る
。

　
　

ギ
ン
ザ
ケ
養
殖
へ
の
新

規
参
入
希
望
者
は
あ
る
か
。

　
　

今
の
と
こ
ろ
な
い
。
希

望
者
が
あ
れ
ば
漁
協
と
連
携

し
て
対
応
し
た
い
。

町
道
で
転
落
事
故

そ
の
後
の
対
応
は

　
町
道
弥
惣
線
で
走
行
中

の
軽
自
動
車
が
わ
だ
ち
に

は
ま
り
抜
け
出
そ
う
と
前

後
進
を
繰
り
返
す
う
ち
に

誤
っ
て
路
肩
下
の
休
耕
地

に
転
落
し
た
。
全
損
し
た

車
両
の
賠
償
額
を
40
万
円

で
和
解
す
る
も
の
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
保
険

の
適
用
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

　
　

町
に
29
万
２
千
円
程
支

給
さ
れ
る
が
40
万
円
の
賠
償

額
で
あ
る
。

　

（
佐
藤
正
明
議
員
）
こ
の

路
線
で
同
様
な
２
件
の
事
故

が
起
き
て
い
る
。
ど
う
処
理

さ
れ
た
か
。

答　

今
回
は
賠
償
請
求
さ
れ

た
が
、
他
の
２
件
は
請
求
さ

れ
な
か
っ
た
。

　
　

通
行
止
め
の
措
置
や
維

持
管
理
に
問
題
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

　
　

順
次
維
持
補
修
に
努
め

て
い
る
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
町
道

弥
惣
線
は
現
在
通
行
で
き
る

か
。

　
　

現
在
通
行
止
め
に
し
て

い
る
。
当
町
側
、
登
米
市
側

と
も
に
通
行
止
め
を
設
置
し

て
い
る
。

　
　

い
つ
通
行
可
能
に
な
る

か
。

　
　

災
害
工
事
完
了
後
に
な

る
が
今
は
分
か
ら
な
い
。

　

（
伊
藤
俊
議
員
）
事
故
発

生
か
ら
和
解
ま
で
に
時
間
が

掛
か
り
す
ぎ
る
の
で
は
。

　
　

町
に
一
定
の
過
失
責
任

が
あ
る
以
上
、
真
摯
に
対
応

し
て
き
た
。

東日本大震災対策特別委員会 ◆

◆

◆

◆
会

う

き

◆

◆

議

の

ご庄内町議会　合同研修会庄内町議会　合同研修会庄内町議会　合同研修会ととと
　
コ
ロ
ナ
禍
で
し
ば
ら
く

の
間
中
断
さ
れ
て
い
た
、

庄
内
町
議
会
と
の
合
同
研

修
会
が
１
月
19
日
の
午
後

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
短
時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
有
意
義
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
親

睦
の
懇
親
会
が
持
た
れ
ま

し
た
。

討 

論
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志津川支所の方々と

産 業 団 体 と の 意 見 交 換 会 開 催産 業 団 体 と の 意 見 交 換 会 開 催

★

　
以
前
は
議
会
が
各
地
域
に
出
向
い
て
の
住
民
懇
談
会
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
活
発
な
意
見
を
求
め
る
た
め
、
最
近
は
各
種
産
業
団
体
と
の
意
見
交
換
会
に
切

り
替
え
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
県
漁
協
の
志
津
川
支
所
の
皆
さ
ん
９
名
・
歌
津
支
所
の
皆
さ
ん
６
名
に
出

席
を
い
た
だ
い
て
の
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

◇
風
評
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
。

◇
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
は
長
期

に
わ
た
り
放
出
さ
れ
る
。

◇
「
安
全
」
と
「
安
心
」
は

違
う
。

◇
漁
業
を
廃
業
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
漁
業
者
も
安
心

で
き
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
。

　
　

　
議
会
と
し
て
の
対
応

（県漁協志津川支所・歌津支所）
①
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
か
ら
の

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海

洋
放
出
に
対
す
る
重
大

な
懸
念

︻
志
津
川
支
所
・
歌
津

　
　
　
　
支
所
と
も
に
︼

②
志
津
川
魚
市
場
に
思

う
こ
と

◇
市
場
価
格
を
上
げ
る
た
め

に
買
受
人
を
増
や
す
方
策
が

必
要
。

◇
大
規
模
な
冷
凍
庫
や
水
産

加
工
場
の
誘
致
が
必
要
。

◇
町
、
買
受
人
、
漁
協
、
漁

業
者
の
協
力
が
不
可
欠
。

︻
志
津
川
支
所
・
歌
津

　
　
　
　
支
所
と
も
に
︼

③
秋
サ
ケ
の
不
漁

◇
回
帰
率
が
大
幅
に
減
少
し

て
い
る
。

◇
漁
の
維
持
、
存
続
の
た
め

の
取
り
組
み
が
必
要
。

◇
よ
そ
か
ら
持
っ
て
き
た
卵

で
は
飼
育
が
上
手
く
い
か
な

い
。

◇
放
流
事
業
の
テ
コ
入
れ
だ

け
で
は
な
く
、
ふ
化
放
流
施

設
の
活
用
策
や
、
画
期
的
な

対
策
を
打
ち
出
せ
な
い
か
。

︻
志
津
川
支
所
︼

④
燃
油
高
騰
対
策
に
思

う
こ
と

◇
補
助
の
対
象
期
間
が
繁
忙

期
で
は
な
い
時
期
（
た
く
さ

ん
燃
油
を
使
う
時
期
で
は
な

い
期
間
）
と
な
っ
て
い
た
。

今
後
は
こ
の
対
象
期
間
を
よ

く
考
え
て
ほ
し
い
。

◇
船
の
大
き
さ
で
補
助
額
を

分
け
る
の
で
は
な
く
、
実
費

ベ
ー
ス
に
と
い
う
考
え
方
も

あ
っ
た
の
で
は
。

︻
歌
津
支
所
︼

⑤
そ
の
他

◇
担
い
手
不
足
、
後
継
者
不

足
に
対
し
て
の
補
助
を
。

◇
地
元
の
店
舗
で
も
っ
と
地

場
産
品
を
扱
え
る
よ
う
に
で

き
な
い
か
。

◇
防
潮
堤
で
囲
ま
れ
た
漁
港

内
の
防
犯
対
策
と
し
て
、
防

犯
カ
メ
ラ
や
防
犯
灯
の
設
置

を
お
願
い
し
た
い
。

  

意
見
書
を
提
出

 

①
に
対
し
て

　

国
に
対
し
、
皆
様
の
懸
念

を
受
け
止
め
た
意
見
書
を
送

付
す
る
と
と
も
に
、
議
会
の

予
算
審
議
等
に
お
い
て
、
漁

業
関
係
者
の
方
々
の
思
い
も

踏
ま
え
、
町
当
局
の
対
応
を

質
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

②
・
③
に
対
し
て

　
議
会
の
予
算
審
議
等
に

お
い
て
、
漁
業
関
係
者
の

方
々
の
ご
意
見
も
踏
ま
え
、

町
当
局
の
対
応
を
質
す
と
と

も
に
、
必
要
に
応
じ
、
議
会

の
常
任
委
員
会
に
お
い
て
調

査
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

④
に
対
し
て

　

議
会
の
決
算
審
査
に
お
い

て
、
漁
業
関
係
者
の
方
々
の

ご
意
見
も
踏
ま
え
町
当
局
の

対
応
を
確
認
い
た
し
ま
す
。

 

⑤
に
対
し
て

　

必
要
に
応
じ
て
検
討
い
た

し
ま
す
。

参
加
者
の
方
々
か
ら
の
ご
意
見

　議会では、みなさんから頂戴したご意見をﾞ自分ごとﾞとして捉え、

　　　　　　　　　　　議会、そして議員として対応してまいります。

　　　　　　　　　　　　　　貴重なご意見、ありがとうございました！

歌津支所の方々と

出席者からの意見
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条例

３月定例会議　議案一覧　４８件
（人事 2 件、条例１２件、工事 6 件、財産５件、賠償１件、予算１７件、発議 2 件、その他 3 件）

報告第　９号

議案第６８号

議案第６９号

議案第７０号

議案第７１号

議案第７２号

議案第７３号

議案第７４号

議案第７５号

議案第７６号

議案第７７号

議案第７８号

議案第７９号

議案第８０号

議案第８１号

議案第８２号

議案第８３号

議案第８４号

議案第８５号

工事

財産

財産

議
案
一
覧 

〜
１
月
・
２
月
臨
時
会
議
・ 

３
月
定
例
会
議

保育所条例等を改正した専決処分の報告。

環境と再生可能エネルギーの調和条例を制定。→P.８

職員給与条例を改正。定年延長のため一部の手当支給期間を延長。

財産譲渡等の条例を改正。災害等で住居を失った住民への公営住宅の提供ルールを定
める。→P.８

国保条例を改正。出産一時金を５０万円に引き上げ。→P.９

道路占用料条例を改正。上位法改正により１５％ほど値上げ。今後設置する占用物に適用。

漁港、河川占用料条例を改正。７２号と同じ内容。

特定教育・保育施設に関する条例改正。上位法改正により安全計画の策定などを義務付け。

震災伝承館条例を改正。シアターを視聴しない入場者に対応するため、入場料と区分
を見直し。６月から施行。→P.８

地域復興基金条例を廃止。県の交付金を財源に、２０３事業に１６億円以上を充当し
てきたが、復興事業の終了のため廃止に。

石浜地区防波堤整備工事を、（株）阿部伊組と１億６，０００万円で
工事請負契約締結。工期は繰り越し、令和５年１２月完了予定。

旧荒砥小学校体育館解体工事を、志津川建設（株）と５２０万円減額し、
８，６１０万円で変更契約締結。工期は令和５年３月２４日まで。→P.９

入谷横断１号線改良工事を、阿部藤・サトーＪＶと３，４００万円増額し、
１億７，７００万円で変更契約締結。工期は令和５年３月３１日まで。

蒲の沢２号線等改良工事を、（株）阿部伊組と１，０８０万円減額し、

５億３，７３０万円で変更契約締結。工期は令和５年３月２４日まで。

小森熊田線改良工事を、（株）丸正工業と７１０万円増額し、
９，８４０万円で変更契約締結。工期は令和５年３月２０日まで。

ハマーレ広場整備工事を、（株）阿部伊組と７９０万円増額し、
３億７，４３０万円で変更契約締結。工期は令和５年３月２４日まで。

町道路線（戸倉地区波伝谷線）の変更認定。

新たに生じた土地（歌津地区稲淵漁港物揚場、陸側）の確認。

新たに生じた土地（稲淵漁港物揚場、海側）の確認。財産

※表決結果欄：（○）は賛成、（×）は反対。議長は表決に加わりません。賛否同数の場合、裁決します。

議員名

案件名

同意第　３号

　
結
　  

果

表　決　結　果

反
　
　
　
対

　
　
　
　

賛
　
　
　
成

菅
原
辰
雄

三
浦
清
人

今
野
雄
紀

村
岡
賢
一

及
川
幸
子

佐
藤
正
明

後
藤
伸
太
郎

佐
藤
雄
一

須
藤
清
孝

髙
橋
尚
勝

阿
部
　
司

伊
藤
　
俊

○

××

○○○○○○○○原案可決  　 ９　  ２

町補助金の不正流用問題に関する調査特別委員会表決状況一覧

議案第６５号

議案第６６号

議案第６７号

同意第　３号

予算

２月臨時会議　議案一覧　４件 （財産１件、賠償２件、予算１件）

魚類重量選別機を、２，９６０万円で、（株）シー・テック（気仙沼市）から購入。→P.13

令和４年８月の車両転落事故、４０万円の賠償で和解。→P.13

令和４年度一般会計補正予算（第６号）。→P.9

町補助金の不正流用問題に関する当時の担当職員の賠償責任について、
派遣職員１名分７万円を全額免除。→P.12

１月臨時会議　※議員派遣の決議のみのため短時間で散会

財産

賠償

賠償

条例

財産

予算

予算

予算

予算

財産 字区域（稲淵漁港物揚げ場、陸側）の変更認定。

字区域（稲淵漁港物揚げ場、海側）の変更認定。

令和４年１１月の公用車による物損事故、３８万円の賠償で和解。

職員退職手当組合規約の変更協議。白石市、蔵王町、七ヶ宿町の組合が解散するため。→P.９

職員公務災害認定委員会規約の変更協議。８９号と同じ内容。

職員公務災害審査会規約の変更協議。８９号と同じ内容。

令和４年度一般会計補正予算（第７号）。→P.9

令和４年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）。

令和４年度介護保険特別会計補正予算（第２号）。

令和４年度市場事業特別会計補正予算（第３号）。

令和４年度漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）。

令和４年度公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）。

令和４年度水道事業会計補正予算（第３号）。

令和４年度病院事業会計補正予算（第２号）。

令和５年度当初予算。→P.2～ 7

ＡＬＰＳ処理水の海洋放出に関する説明と風評被害対策を求める意見書の提出について→P.11

議会の個人情報保護条例を制定。

情報公開条例等を改正。発議第３号の関連部分を改正する。

職員特殊勤務手当条例を改正。南三陸病院の当直医の仕組みが変わることに合わせ、
医師に待機手当を支給。

副町長の選任。最知明広副町長の任期満了に伴い、三浦浩氏を選任。→P.10

監査委員の選任。芳賀長恒監査委員の任期満了に伴い、横山孝明氏を選任。→P.10

予算

予算

発議

議案第８６号

議案第８７号

議案第８８号

議案第８９号

議案第９０号

議案第９１号

議案第９２号

議案第９３号

議案第９４号

議案第９５号

議案第９６号

議案第９７号

議案第９８号

議案第９９号

議案第 100 号

議案第 108 号

発議第　２号

発議第　３号

議案第 109 号

議案第 110 号

同意第　４号

同意第　５号

〜

議
案
一
覧 

〜 

１
月
・
２
月
臨
時
会
議
・
３
月
定
例
会
議

条例

条例

条例

条例

条例

条例

条例

条例

条例

工事

工事

工事

工事

工事

賠償

その他

その他

その他

予算

予算

予算

予算

発議

条例

人事

人事

※及川議員は、監査委員のため欠席しました。
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答
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答

答

問

答
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こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

人
口
減
対
策
、
子
育
て
支
援
策
は

答

問 答

問

答

問

●
出
生
率
の
向
上
に
つ
い
て

　
　

不
妊
治
療
費
の
保
険
対

象
外
で
も
20
万
円
の
補
助
を
。

　
　

継
続
し
た
治
療
も
含
み

自
己
負
担
分
の
医
療
費
助
成

も
視
野
に
、
助
成
事
業
の
拡

充
を
検
討
す
る
。

　
　

岡
山
県
奈
義
町
長
の
政

治
信
条
は
﹁
核
は
常
に
民
﹂

そ
の
思
い
で
様
々
な
独
自
の

支
援
策
で
出
生
率
２.

95
ま

で
に
な
っ
た
。
各
種
団
体
の

補
助
金
の
削
減
、
議
員
定
数

の
削
減
、
町
長
、
副
町
長
、

教
育
長
の
報
酬
の
見
直
し
等
、

身
を
削
る
施
策
を
し
て
い
る
。

　

我
が
町
の
出
生
率
は
い
ま

だ
１.

40
だ
。
出
産
祝
い
金

答問 問
　
　

保
育
料
を
全
額
無
償
化

の
考
え
は
。

　
　

課
題
の
一
つ
と
受
け
止

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

気
仙
沼
市
よ
り
早
く
実

現
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

歯
並
び
、
噛
み
合
わ
せ
の

治
療
費
が
保
険
対
象
外
。
高

額
医
療
費
に
対
し
、
半
額
助

成
の
考
え
は
。

　
　

虫
歯
予
防
で
フ
ッ
素
塗

布
の
取
組
は
し
て
い
る
が
、

歯
並
び
の
関
係
に
つ
い
て
は

実
態
は
つ
か
ん
で
い
な
い
。

治
療
状
況
の
把
握
に
努
め
て

い
く
。

　
　

検
証
、
反
省
な
く
し
て

進
歩
は
な
い
。
再
発
防
止
策

で
課
内
、
係
内
会
議
は
。

　
　

月
に
１
回
程
度
開
催
。

今
後
と
も
身
を
引
き
締
め
て

取
り
組
む
。

　
　

動
植
物
対
策
協
議
会
の

補
助
金
不
正
流
用
事
案
に
つ

い
て
、
事
件
発
覚
後
初
め
て

の
対
策
協
議
会
で
﹁
協
議
会

に
は
お
金
が
な
く
て
弁
護
士

も
雇
え
な
い
の
で
、
町
が
対

応
、
処
理
を
す
る
﹂
と
い
う

発
言
が
。
誰
が
誰
の
指
示
で

問

町
長
　
課
題
の
一
つ
と
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

主権在民

不
祥
事
案
の
再
発
防
止
に
つ
い
て

町
長
　
身
を
引
き
締
め
て
取
り
組
む

不正流用

子育て支援の充実を

一
般
質
問

ここが聞きたい！

一般質問は年４回の定例会でのみ

一問一答方式で

１人９０分の制限時間でおこなわれます。

議員からの通告によっておこなわれるため

町政全般について自由度の高い議論が展開されます。

今回は

１１人の議員が　２３件について

おこないました。

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

三浦　清人　議員…１９ページ

阿部　司　議員……２０ページ

須藤　清孝　議員…２１ページ

髙橋　尚勝　議員…２２ページ

佐藤　正明　議員…２３ページ

及川　幸子　議員…２４ページ

後藤伸太郎　議員…２５ページ

今野　雄紀　議員…２６ページ

佐藤　雄一　議員…２７ページ

菅原　辰雄　議員…２８ページ

伊藤　俊　議員……２９ページ

①人口減対策、子育て支援策は
②不祥事案の再発防止について

①相続登記義務化に町としての対応は
②治水施設や河川管理を伺う

①20年続いている中高連携の成果は
②強いリーダーシップを発揮せよ

①総参加の町づくりを
②ＩLC事業招致による町づくりを
③未来道の整備を

防災・減災に向ける改良工事などを

①海岸インターに新道路必要か？
②婚活事業の費用対効果
③健康寿命を考えて

①志中の不祥事、顛末は
②子育てタウンミーティングの開催を

①公共施設における節電対応は
②不登校などの予防策は

①被災箇所の整備を早急に
②万が一のライフラインの整備

①目指す教育は
②導入目的は

①地域防災計画
　防災拠点整備について
②withコロナのフェーズにおける観光
　活性化策は

を
増
額
せ
よ
。
第
一
子
３
万

円
か
ら
10
万
円
、
第
二
子
５

万
円
か
ら
20
万
円
、
第
三
子

以
降
10
万
円
か
ら
30
万
円
に
。

　
　

国
の
子
育
て
支
援
策
の

メ
ニ
ュ
ー
が
見
え
て
い
な
い
。

　
　

国
が
動
か
な
け
れ
ば
町

も
動
か
な
い
考
え
方
で
あ
る

よ
う
な
の
で
、
ぜ
ひ
団
体
交

渉
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

町
村
会
で
足
並
み
を
そ

ろ
え
て
働
き
か
け
る
。

●
移
住
定
住
者
支
援
策

　
　

空
き
家
を
町
が
リ
フ
ォ

ー
ム
し
て
無
償
貸
し
付
け
を
。

　
　

大
家
の
関
係
か
ら
難
し

い
。

話
し
た
の
か
。

　
　

町
が
話
し
た
か
は
記
憶

に
な
い
。

　
　

公
的
な
会
議
な
の
に
議

事
録
が
な
い
の
も
お
か
し
い
。

補
助
金
を
受
け
る
対
策
協
議

会
の
会
長
、
佐
藤
仁
で
は
な

く
、
補
助
金
を
出
す
町
長
へ

問
う
。
な
ぜ
長
年
対
策
協
議

会
が
総
会
を
開
か
な
か
っ
た

と
思
う
か
。

　
　

事
務
方
の
手
続
き
の
不

備
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

事
件
発
覚
前
に
監
査
委

員
か
ら
３
回
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
は
事
件

前
か
後
か
。

　
　

後
に
な
っ
て
わ
か
っ
た
。

　
　

決
裁
に
つ
い
て
も
職
責

を
十
分
に
理
解
し
、
責
任
を

も
っ
て
ハ
ン
コ
を
つ
い
て
も

ら
い
た
い
。

　
　

さ
ら
に
引
き
締
め
て
い

く
。

答

「各議員の質問内容」

三
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問答

問

答

問

問問 答

答

答

問

問

問答問答

問

答答

答 答

答

答

問

答

問答

問答
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こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

﹁
相
続
登
記
義
務
化
﹂
に
町
と
し
て
の
対
応
は

町
長
　
法
務
局
と
連
携
し
て
周
知
徹
底
を
図
る

懇切丁寧

問 問

れ
る
か
。

　
　

地
方
の
土
地
が
安
い
た

め
時
間
と
費
用
を
か
け
て
ま

で
相
続
登
記
を
し
よ
う
と
思

わ
な
い
傾
向
が
強
い
。

　

更
に
遺
産
分
割
協
議
を
行

わ
な
い
間
に
被
相
続
人
が
亡

く
な
る
な
ど
し
て
複
雑
化
し

て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　

今
後
の
取
組
方
法
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

相
続
登
記
は
相
続
人
自

ら
が
行
う
の
が
基
本
で
専
門

的
知
識
を
要
す
る
の
で
、
司

法
書
士
等
の
業
者
に
相
談
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　

周
知
し
た
だ
け
で
ど
れ

ほ
ど
の
進
展
が
見
込
め
る
か
。

　
　

東
日
本
大
震
災
で
の
高

台
移
転
に
伴
い
、
相
続
問
題

の
難
易
性
は
充
分
認
識
し
て

い
る
。

　
　

今
回
の
制
度
変
更
は
行

信
頼
の
な
い
と
こ
ろ
に

　
教
育
は
成
り
立
た
な
い

町
長  

引
き
続
き
県
と
連
携
し

　
　
　
機
能
向
上
を
図
っ
て
い
く

問

答

答

問答

答
　
　

﹁
相
続
登
記
義
務
化
﹂

の
施
行
日
が
迫
り
つ
つ
あ
る

が
、
当
町
に
お
け
る
未
登
記

者
件
数
の
状
況
は
。

　
　

固
定
資
産
台
帳
で
は
土

地
所
有
者
で
１,

２
６
６
人
、

家
屋
で
２
４
８
人
、
棟
数
で

３
６
４
棟
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

今
後
の
周
知
と
対
応
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　

Ｈ
Ｐ
や
広
報
紙
、
及
び

固
定
資
産
納
税
通
知
書
へ
の

チ
ラ
シ
を
活
用
す
る
。

　
　

相
続
登
記
が
進
行
し
な

い
要
因
に
は
義
務
化
以
外
の

要
因
と
し
て
は
何
が
考
え
ら

子どもたちにとって実のある学びを

問

政
罰
の
過
料
金
が
伴
う
重
大

な
制
度
変
更
で
あ
り
、
正
当

な
理
由
な
く
し
て
登
記
し
な

い
者
10
万
円
、
住
所
変
更
や

改
姓
変
更
も
期
間
内
に
届
出

し
な
け
れ
ば
同
様
に
５
万
円

の
過
料
対
象
と
な
る
が
。

問

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
せ
よ

不祥事事案

教
育
長  

愚
直
に
、
誠
実
に
、
前
向
き
に
、
確
実
に

　
　
一
つ
一
つ
結
果
を
出
し
な
が
ら
職
責
を
果
た
す

　
　

二
回
の
保
護
者
説
明
会

に
て
、
納
得
で
き
る
部
分
と

納
得
で
き
な
い
部
分
が
混
在

し
た
形
だ
っ
た
。
教
育
委
員

会
と
し
て
ど
う
捉
え
た
の
か
。

　
　

学
校
長
か
ら
伝
え
ら
れ

た
事
の
顛
末
、
個
人
情
報
の

外
部
流
出
の
可
能
性
の
有
無

な
ど
、
様
々
な
要
因
が
絡
ん

で
い
た
。
一
つ
一
つ
の
意
見

に
真
摯
に
向
き
合
い
、
再
発

防
止
や
信
頼
回
復
に
努
め
る
。

　
　

今
回
の
事
案
を
受
け
、

見
え
た
課
題
は
。

　
　

教
育
公
務
員
と
し
て
の

自
覚
の
欠
如
、
学
校
内
の
情

報
管
理
機
能
の
不
備
、
管
理

職
の
管
理
体
制
の
甘
さ
が
要

因
と
な
っ
た
。
教
職
員
一
人

一
人
が
、
自
ら
の
行
動
を
振

り
返
り
確
認
し
、
不
十
分
な

点
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

校
内
に
お
け
る
書
類
、

現
金
の
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

改
訂
さ
れ
た
。
職
員
の
負
担

増
に
な
る
の
で
は
。

　
　

大
切
な
お
子
さ
ん
を
預

か
る
身
と
し
て
、
職
務
の
重

さ
や
深
さ
を
考
え
、
負
担
と

考
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
う

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
自
覚
を
先
生
方
に
持
っ
て

頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

教
育
長
と
し
て
、
今
一

番
大
切
な
課
題
は
。

　
　

安
心
・
安
全
な
学
校
、

そ
し
て
信
頼
さ
れ
る
学
校
職

員
、
教
育
委
員
会
に
あ
る
と

　
　

相
続
人
の
予
定
者
と
し

て
届
出
す
れ
ば
過
料
か
ら
外

れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
　

仮
登
記
は
あ
く
ま
で
も

仮
登
記
で
あ
り
、
今
、
町
が

直
面
し
て
い
る
過
疎
化
、
少

子
化
等
の
問
題
に
は
産
業
振

興
と
経
済
活
性
化
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
﹁
足
か
せ
﹂
に

な
っ
て
い
る
の
が
こ
の
相
続

問
題
で
ス
ム
ー
ズ
な
解
消
が

求
め
ら
れ
る
と
思
う
が
。

　
　

過
料
対
象
期
限
ま
で
に

解
消
し
た
い
と
の
法
務
局
の

治
水
施
設
や
河
川
管
理
を
伺
う

豪雨対策

問

　
　

砂
防
ダ
ム
、
治
山
ダ
ム

の
現
況
調
査
結
果
は
。

　
　

砂
防
ダ
ム
33
基
は
10
年

に
１
度
の
点
検
で
機
能
上
問

題
は
な
い
。
ま
た
治
山
ダ
ム

66
基
は
毎
年
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。
今
年
度
は
歌
津
地

区
に
２
基
新
設
し
次
年
度
も

継
続
予
定
で
あ
る
。

　
　

今
後
の
治
水
計
画
及
び

河
川
管
理
に
つ
い
て
は
。

　
　

引
き
続
き
県
と
情
報
を

共
有
し
、
適
切
な
治
水
事
業

を
行
い
、
河
川
に
つ
い
て
も

同
様
に
維
持
管
理
を
行
う
。

　
　

国
内
の
年
間
集
中
豪
雨

発
生
件
数
は
昭
和
50
年
か
ら

45
年
後
の
現
在
比
で
２
倍
強

に
な
っ
て
お
り
、
当
地
域
も

近
年
の
集
中
豪
雨
で
堆
積
物

が
溜
り
河
川
拡
幅
や
掘
下
げ

も
必
要
で
は
。

　
　

一
部
の
河
川
で
は
一
定

量
以
上
溜
っ
て
い
る
所
も
あ

り
、
今
後
調
査
の
上
、
浚
渫

工
事
を
行
う
よ
う
県
と
も
計

画
を
進
め
て
い
る
。

20
年
続
い
て
い
る
中
高
連
携
の
成
果
は
　

教
育
長
　
生
徒
の
学
習
意
欲
向
上
と
中
高
の
先
生
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
授
業
力
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る

中高連携
　
　

中
学
校
の
基
礎
学
力
が

全
国
平
均
に
近
づ
い
て
き
て

い
る
。
ど
の
様
な
取
り
組
み

で
成
果
に
繋
げ
て
い
る
の
か
。

　
　

目
標
や
目
当
て
を
示
し
、

授
業
の
流
れ
を
明
確
に
す
る
。

１
単
位
時
間
で
１
つ
の
授
業

を
完
結
す
る
。
黒
板
を
し
つ

か
り
と
分
か
る
よ
う
に
構
造

的
に
利
用
す
る
。
こ
の
３
つ

の
取
り
組
み
を
小
中
学
校
の

校
長
を
中
心
に
授
業
を
進
め
、

成
果
と
し
て
徐
々
に
上
が
っ

て
き
て
い
る
。

　
　

数
学
と
英
語
に
関
し
て

は
例
外
だ
。
中
高
の
間
で
行

な
わ
れ
て
い
る
乗
り
入
れ
授

業
の
成
果
は
。

　
　

仙
台
市
を
除
く
県
内
市

町
村
の
平
均
値
か
ら
は
、
国

語
、
数
学
、
理
科
で
、
平
均

以
上
の
成
績
だ
。
全
国
平
均

ま
で
も
う
少
し
と
い
う
事
を

保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
も

分
か
っ
て
頂
き
た
い
。

　
　

高
校
で
学
び
直
し
を
す

る
生
徒
が
多
い
。
中
学
校
に

も
責
任
が
あ
る
の
で
は
。

　
　

教
育
委
員
会
、
学
校
に

も
責
任
は
あ
る
が
、
近
年
、

高
校
、
大
学
で
の
学
び
直
し

が
増
え
て
き
て
い
る
。

　
　

南
三
陸
町
の
教
育
委
員

会
と
し
て
、
最
終
的
に
ど
こ

を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

　
　

将
来
の
夢
や
、
志
を
叶

え
ら
れ
る
、
子
ど
も
一
人
一

人
の
自
己
実
現
を
目
指
す
。

　
　

町
が
本
腰
を
入
れ
て
高

校
の
魅
力
化
に
取
り
組
み
始

め
た
。
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

南
三
陸
町
の
魅
力
に
は

底
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
素
材
を
生

か
し
探
求
活
動
を
す
る
こ
と

で
、
学
力
や
志
を
高
め
な
が

ら
、
中
高
一
貫
教
育
の
成
果

を
出
せ
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

思
っ
て
い
る
。
毎
日
の
積
み

重
ね
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
以

上
に
学
校
教
育
、
学
校
に
対

し
て
、
先
生
方
に
対
し
て
信

頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
全
教

職
員
共
々
進
め
て
い
く
。

相続制度が改正R６.４.１義務化に

意
向
も
あ
る
。

　
　

法
務
局
か
ら
の
業
務
協

力
依
頼
が
あ
れ
ば
、
尚
更
の

こ
と
住
民
を
対
象
と
し
た

﹁
懇
切
丁
寧
﹂
な
対
応
が
必

要
と
思
わ
れ
る
が
。

　
　

今
後
、
町
が
開
催
す
る

住
民
向
け
の
説
明
会
等
が
あ

れ
ば
法
務
局
の
職
員
も
加
え

業
務
協
力
を
行
い
、
徐
々
に

浸
透
を
図
り
た
い
。

須
藤 

清
孝 

議
員

す　

 

と
う　

  

き
よ  

た
か

阿
部 

　
司 

議
員

あ　

 

べ　
　
　
　
　

つ
か
さ



答

答

答

問問

問答 答

答 問問 答

問答

答 答
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佐
藤 

正
明 

議
員

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

髙
橋 

尚
勝 

議
員

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

総
参
加
の
町
づ
く
り
を

町
長
　
２
年
前
倒
し
で
次
期
計
画
に

夢・未来

答

問

問問

泊崎半島の避難路はどうなる

答

　
　

昨
年
10
月
に
さ
ん
さ
ん

南
三
陸
道
の
駅
の
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
で
震
災
復
興
の
集

大
成
と
な
っ
た
。
今
後
も
持

続
可
能
な
町
づ
く
り
を
目
標

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

町
づ
く
り
は
住
民
の
夢

や
希
望
を
実
現
で
き
る
方
向

で
。

　
　

町
民
の
皆
さ
ん
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
計
画
に
し
た

い
。

問

答

問

問

問

　
　

次
期
南
三
陸
町
総
合
計

画
の
基
本
構
想
は
。

　
　

次
期
計
画
策
定
に
向
け

現
在
、
各
課
各
団
体
か
ら
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

現
計
画
は
令
和
７
年
度
ま
で

で
あ
る
が
、
計
画
の
進
み
具

合
か
ら
２
年
前
倒
し
で
次
期

計
画
に
入
る
予
定
だ
。
骨
太

の
方
針
や
財
源
等
に
つ
い
て

ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
。
す

べ
て
の
町
民
が
こ
の
先
16
年
、

新
た
に
向
か
う
道
し
る
べ
と

な
る
計
画
と
し
た
い
。

　
　

現
計
画
の
完
遂
に
全
力

を
。

　
　

災
害
時
の
避
難
ル
ー
ト

の
確
保
に
つ
い
て
。

　
　

﹁
未
来
道
﹂
は
馬
場
中

山
地
区
の
住
民
ら
が
震
災
時

に
作
っ
た
避
難
ル
ー
ト
で
あ

る
が
、
こ
の
整
備
は
工
事
量

が
膨
大
で
現
時
点
で
は
財
源

的
に
困
難
で
あ
る
。

　
　

近
い
将
来
東
日
本
大
震

災
を
上
回
る
津
波
の
発
生
が

予
想
さ
れ
る
。
避
難
道
の
確

保
は
必
要
だ
。

　
　

馬
場
泊
浜
各
契
約
会
、

早期復旧を

町
長
　
ま
ず
は
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

Ｉ
Ｌ
Ｃ
事
業
招
致
に
よ
る
町
づ
く
り
を

宇宙の起源

答

問

　
　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
事
業
を
連
携
し

た
町
づ
く
り
を
。

　
　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
事
業(

国
際
リ

ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
事
業)

は

北
上
山
地
が
建
設
候
補
地
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
巨
額

な
経
費
を
要
す
る
こ
と
か
ら

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
っ

て
い
な
い
。
立
ち
上
が
っ
た

な
ら
当
町
で
も
取
り
組
む
考

え
だ
。

　
　

地
球
上
の
諸
問
題
は
ビ

ッ
ク
バ
ン
に
立
ち
返
っ
て
検

証
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

研
究
施
設
の
成
果
に
期
待
し

た
い
。

　
　

ま
ず
は
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
な
る
こ
と
を
注
視
し

た
い
。

　
　

事
業
招
致
に
尽
力
を
。

　
　

現
在
推
進
協
議
会
が
岩

手
宮
城
13
の
市
と
４
つ
の
町

で
構
成
さ
れ
招
致
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
当
町
は
入
っ
て

未
来
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

方
々
か
ら
陳
情
書
が
出
さ
れ

た
が
、
財
源
が
見
通
せ
な
い

た
め
本
陳
情
に
一
旦
区
切
り

を
つ
け
た
と
こ
ろ
だ
。

　
　

想
定
さ
れ
る
津
波
発
生

時
の
避
難
ル
ー
ト
を
示
せ
。

　
　

現
在
泊
崎
半
島
線
を
改

修
中
で
あ
る
。

　
　

自
衛
隊
ヘ
リ
に
よ
り
救

助
、
物
資
搬
入
も
視
野
に
。

　
　

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

防
災
・
減
災
に
向
け
る
改
良
工
事
な
ど
を

　
　

近
年
の
異
常
気
象
に
よ

り
、
３
年
間
に
２
度
の
災
害

が
発
生
し
て
い
る
事
か
ら
、

災
害
防
止
や
減
災
を
考
え
る

に
は
、
現
状
を
再
確
認
し
改

良
工
事
な
ど
も
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　

原
形
復
旧
が
原
則
と
な

り
、
従
前
の
効
果
を
復
旧
す

る
も
の
で
、
元
ど
お
り
の
復

旧
が
適
切
で
な
い
場
合
や
困

難
な
場
所
は
、
形
状
、
構
造

な
ど
質
的
な
改
良
を
実
施
す

る
。
今
後
も
頻
発
す
る
自
然

災
害
に
備
え
る
べ
く
、
各
施

設
の
現
状
を
再
確
認
し
、
防

町
長
　
現
状
を
再
確
認
し
防
災
・
減
災
に
努
め
て
い
く

防災・減災

町
長
　
財
源
確
保
が
困
難

﹁
未
来
道
﹂
の
整
備
を

避難ルート
い
な
い
が
側
面
か
ら
し
っ
か

り
支
援
を
し
て
い
く
。

災
、
減
災
に
努
め
て
い
く
と

と
も
に
、
被
災
し
た
場
合
の

施
設
復
旧
は
、
箇
所
や
状
況

に
応
じ
対
応
の
考
え
で
あ
る
。

　
　

復
旧
工
事
の
遅
れ
で
、

農
作
業
に
影
響
が
出
な
い
か
。

　
　

地
権
者
の
方
々
と
協
議

を
行
い
な
が
ら
、
耕
作
後
の

復
旧
も
検
討
し
て
い
る
。

　
　

２
度
の
豪
雨
で
被
災
し

て
い
る
施
設
が
あ
る
事
か
ら
、

今
後
の
考
え
は
。

　
　

台
風
19
号
の
災
害
復
旧

は
４
年
度
で
全
て
完
了
、
７

月
の
豪
雨
災
害
は
国
の
災
害

査
定
を
受
け
、
発
注
手
続
き

を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
の
復
旧
は
地
方
債

に
よ
る
復
旧
工
事
で
、
現
在
、

各
所
で
施
工
し
て
い
る
。

　
　

町
道
内
の
木
橋
が
台
風

19
号
の
影
響
で
落
橋
状
態
の

ま
ま
、
地
域
で
は
不
便
を
期

し
て
い
る
、
今
後
の
考
え
は
。

　
　

災
害
査
定
で
構
造
や
詳

細
等
が
不
明
の
た
め
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。
復
旧
に
つ
い

て
現
在
、
検
討
中
で
あ
る
。

　
　

町
の
施
設
で
あ
る
せ
せ

ら
ぎ
美
土
里
公
園
、
２
度
の

豪
雨
で
被
災
を
受
け
て
い
る
。

復
旧
の
考
え
は
。

　
　

公
園
の
利
活
用
を
考
え

て
い
く
に
は
、
復
旧
す
る
た

め
の
課
題
が
多
く
あ
り
、
検

討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
　

命
・
く
ら
し
を
守
る
国

土
強
靭
化
事
業
が
前
倒
し
さ

れ
て
い
る
。
指
定
さ
れ
た
土

砂
災
害
危
険
区
域
に
国
土
強

靭
化
対
策
事
業
の
考
え
は
。

　
　

土
砂
災
害
か
ら
命
及
び

身
体
を
守
る
た
め
に
災
害
の

恐
れ
の
あ
る
区
域
に
つ
い
て

は
、
危
険
の
周
知
、
警
戒
避

難
体
制
の
整
備
、
住
宅
等
の

新
規
立
地
の
抑
制
、
既
存
住

宅
の
移
転
促
進
等
の
ソ
フ
ト

対
策
を
推
進
し
、
ハ
ー
ド
事

業
に
よ
る
対
策
は
財
政
面
か

ら
考
え
限
界
が
あ
る
。

　
　

入
谷
の
童
子
下
地
区
の

土
砂
災
害
危
険
区
域
、
県
の

調
査
は
終
了
し
て
い
る
と
思

う
が
、
調
査
結
果
は
。

　
　

砂
防
事
業
を
計
画
、
令

和
５
年
に
工
事
発
注
、
７
年

度
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

法
定
外
公
共
物
の
里
道

や
用
排
水
路
は
町
に
譲
渡
さ

れ
て
い
る
事
か
ら
、
適
正
な

維
持
管
理
の
た
め
に
管
理
規

定
や
条
例
等
を
制
定
し
、
防

災
・
減
災
に
努
め
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

　
　

法
定
外
公
共
物
は
歴
史

的
に
地
域
の
共
有
財
産
と
し

て
の
性
質
を
有
し
、
利
用
の

適
性
を
図
る
た
め
に
そ
の
管

理
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を

定
め
て
い
る
。

　
　

豪
雨
時
な
ど
は
、
法
定

外
公
共
物(

里
道
・
排
水
路

等)

の
維
持
管
理
が
行
わ
れ

て
い
な
い
た
め
に
、
被
害
の

発
生
源
と
な
り
、
被
害
が
発

生
し
て
い
る
と
思
う
が
。

　
　

軽
微
な
被
災
や
日
常
の

維
持
管
理
は
、
利
用
す
る
地

区
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が

ら
実
施
し
た
い
。土砂災害危険個所

宇宙誕生・進化の謎の解明

さ　

と
う　

  

ま
さ  

あ
き

た
か  

は
し　

  

な
お  

か
つ
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問
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問
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海
岸
イ
ン
タ
ー
に
新
道
路
必
要
か
？

町
長
　
大
型
車
両
の
渋
滞
を
緩
和

道路問題

答

※

社
総
交
と
は…

社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金

は
、
国
土
交
通
省
所
管

の
地
方
公
共
団
体
向
け

個
別
補
助
金
を
一
つ
の

交
付
金
に
原
則
一
括
し
、

地
方
公
共
団
体
に
と
っ

て
自
由
度
が
高
く
、
創

意
工
夫
を
生
か
せ
る
総

合
的
な
交
付
金
と
し
て

平
成
22
年
度
に
創
設
。

問

答

問

問

答

答

　
　

改
良
は
な
い
が
、
維
持

管
理
は
し
て
い
く
。

　
　

工
事
車
両
が
壊
し
た
の

が
、
明
々
白
々
で
あ
る
。
復

興
予
算
に
上
げ
な
い
理
由
は
。

　
　

復
興
予
算
の
採
択
は
３

か
所
で
、
落
沢
は
採
択
な
ら

な
か
っ
た
。

　
　

町
は
戸
倉
線
・
横
断
１

号
線
・
平
磯
線
・
蒲
の
沢
線

清
水
団
地
東
線
・
枡
沢
団
地

東
線
の
６
路
線
を
国
に
対
し

予
算
要
求
し
た
の
に
、
枡
沢

問

答

問

答問

答
　
　

震
災
で
被
災
し
た
道
路

整
備
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

町
道
は
令
和
３
年
度
で

全
て
復
旧
工
事
が
完
了
済
。

　
　

町
道
大
上
坊
米
広
線
の

橋
の
欄
干
が
無
い
の
で
危
険

で
あ
る
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
で

も
危
険
防
止
出
来
な
い
か
。

　

 

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
つ
け

ら
れ
る
形
態
で
な
い
の
で
難

し
い
。

　
　

歌
津
落
沢
線
は
工
事
車

両
の
往
来
で
路
肩
や
側
溝
が

壊
れ
た
。
地
区
で
は
町
に
再

三
要
望
も
し
た
が
、
今
だ
未

整
備
で
あ
る
。

　
　

町
民
の
健
康
寿
命
を
延

ば
す
施
策
を
聞
く
。

　
　

基
本
理
念
﹁
心
も
体
も

健
や
か
で
お
で
っ
て
、
笑
顔

あ
ふ
れ
る
町
南
三
陸
﹂
。

　
　

健
診
の
分
析
結
果
は
。

　
　

乳
が
ん
は
３
％
大
腸
が

ん
３,

３
％
と
ア
ッ
プ
。

子
育
て
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
を

子育て支援

町
長  

意
見
交
換
で
き
る
場
を
設
け
る

ぜひ楽しく語らえる場を

と
清
水
が
抜
け
た
の
か
。

　
　

表
現
が
的
確
で
な
い
が

事
業
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
　

こ
の
団
地
に
は
２
本
の

道
路
が
そ
れ
ぞ
れ
出
来
る
と

の
話
し
が
消
え
た
訳
は
。

　
　

清
水
行
政
区
か
ら
要
望

書
が
あ
っ
た
が
、
勾
配
が
取

れ
な
く
て
復
興
庁
か
ら
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。

　
　

平
磯
線
は
避
難
道
と
し

て
災
害
復
旧
工
事
で
や
る
の

が
当
然
だ
が
、
途
中
か
ら
社

　
　

子
育
て
世
代
の
不
安
や

要
望
を
直
接
聞
く
場
を
設
け

て
ほ
し
い
が
。

　
　

子
ど
も
基
本
法
も
施
行

さ
れ
る
。
意
見
交
換
す
る
機

会
は
必
要
だ
。
行
政
の
土
俵

で
や
る
こ
と
、
家
庭
で
や
る

べ
き
こ
と
、
そ
の
落
と
し
ど

こ
ろ
を
探
る
こ
と
が
大
切
。

　
　

双
方
が
建
設
的
に
話
せ

る
空
間
を
演
出
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

　
　

町
長
の
出
前
ト
ー
ク
と

い
う
事
業
が
あ
る
。
明
る
い

雰
囲
気
作
り
に
努
め
る
の
で

ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　
　

子
育
て
し
て
い
る
マ
マ

た
ち
と
話
す
と
、
自
由
で
幅

広
い
視
野
を
持
っ
て
い
る
。

決
し
て
行
政
任
せ
に
は
し
て

い
な
い
。
子
は
町
の
宝
と
よ

く
言
わ
れ
る
が
、
マ
マ
も
町

の
宝
だ
。
知
恵
と
工
夫
と
思

い
や
り
を
持
ち
寄
っ
て
、
子

育
て
し
や
す
い
町
に
し
て
い

き
た
い
も
の
だ
が
。

　
　

お
互
い
の
役
割
分
担
を

踏
ま
え
、
協
力
し
て
い
く
と

い
う
姿
勢
が
大
切
だ
。
ま
た

﹁
異
次
元
の
少
子
化
対
策
﹂

と
言
っ
て
い
る
が
、
本
来
こ

れ
は
国
で
や
る
べ
き
こ
と
。

地
方
任
せ
に
せ
ず
、
も
っ
と

力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

総
交
に
代
わ
っ
て
延
長
さ
れ

て
い
る
が
詳
細
は
。

　
　

全
長
１
・
９
km
９
億
円
。

社
総
交
分
が
７
億
円
で
あ
る
。

　
　

こ
れ
が
開
通
す
る
と
蒲

の
沢
線
と
現
道
と
３
本
が
国

道
に
接
合
に
な
る
。
生
活
道

路
を
優
先
整
備
す
べ
き
で
は
。

　
　

５
年
度
事
業
で
残
り
１

億
数
千
万
計
上
し
て
い
る
。

　
　

沼
田
か
ら
平
磯
線
に
接

合
す
る
生
活
道
路
を
優
先
す

れ
ば
少
額
で
済
む
の
で
は
。

　
　

45
号
の
現
道
で
信
号
待

ち
す
る
と
大
型
車
両
で
渋
滞

す
る
懸
念
が
あ
る
。
沼
田
の

生
活
道
路
は
維
持
補
修
で
。

町
長
　
コ
ロ
ナ
禍
で
実
績
な
し

婚
活
事
業
の
費
用
対
効
果

結婚環境
問

問

答

答

問

　
　

毎
年
婚
活
事
業
に
委
託

費
掛
け
て
い
る
が
、
成
果
が

出
て
い
る
の
か
。

　
　

こ
こ
２
〜
３
年
コ
ロ
ナ

禍
で
残
念
な
が
ら
成
婚
無
。

　
　

町
内
企
業
に
２
０
０
人

の
海
外
研
修
生
が
就
労
し
て

い
る
。
婚
活
に
参
加
し
て
頂

い
て
は
。

　
　

皆
さ
ん
は
一
定
期
間
の

滞
在
な
の
で
難
し
い
の
で
は
。

　
　

年
々
空
き
家
が
増
え
て

い
る
が
、
家
財
道
具
が
入
っ

て
い
る
か
ら
貸
せ
な
い
で
い

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

貸
し
た
い
と
い
う
よ
り

売
り
た
い
傾
向
が
あ
る
。
家

財
の
片
付
け
に
上
限
10
万
円

の
補
助
が
あ
る
。

　
　

移
住
者
の
声
は
こ
の
町

の
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
が
高
く
、

車
も
必
要
な
の
で
戻
っ
て
い

く
人
が
居
る
と
聞
く
。

　
　

家
賃
の
話
は
何
と
も
言

え
な
い
。

　
　

健
康
寿
命
県
内
比
較
す

れ
ば
。

　
　

平
均
で
男
性
が
約
79
才
。

女
性
は
約
85
才
、
上
か
ら
４

番
。

　
　

国
保
会
計
と
の
連
携
は

　
　

医
療
デ
ー
タ
を
使
い
な

が
ら
健
診
等
に
生
か
し
た
い
。

志
中
の
不
祥
事
、
顛
末
は

　
　

昨
年
末
、
志
津
川
中
学

校
で
通
信
票
や
作
文
な
ど
が

紛
失
し
た
。
生
徒
の
悲
し
み

や
シ
ョ
ッ
ク
は
い
か
ば
か
り

か
。
保
護
者
へ
は
説
明
会
を

開
い
た
と
の
こ
と
だ
が
、
生

徒
へ
の
対
応
は
。

　
　

当
該
学
年
の
生
徒
全
員

の
前
で
謝
罪
し
た
。
涙
を
流

す
生
徒
も
お
り
、
少
な
か
ら

ず
動
揺
は
あ
っ
た
と
思
う
。

　
　

こ
の
事
案
に
よ
り
不
登

校
に
な
る
な
ど
の
影
響
は
。

　
　

長
引
く
よ
う
な
状
況
は

見
ら
れ
な
い
。

　
　

心
の
ケ
ア
は
。

教
育
長
　
丁
寧
に
謝
罪
し
、
生
徒
に
寄
り
添
っ
て
い
く

無事解決

町
長
　
各
種
検
診
の
受
診
率
の
強
化

健
康
寿
命
を
考
え
て

社会環境
問答

問答

　
　

２
名
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
に
よ
っ
て
全
校
生

徒
の
面
談
を
お
こ
な
い
、
丁

寧
に
対
応
し
て
い
る
。

　
　

紛
失
し
た
も
の
は
復
元

で
き
た
の
か
。

   　

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
処
分
し

て
し
ま
っ
た
作
文
は
コ
ピ
ー

も
取
っ
て
お
ら
ず
復
元
で
き

な
か
っ
た
。
通
信
票
な
ど
デ

ー
タ
が
残
っ
て
い
た
も
の
は

新
し
く
作
成
す
る
な
ど
し
た
。

復
元
で
き
た
か
ら
い
い
と
い

う
も
の
で
は
な
く
、
ど
ん
な

書
類
に
も
人
の
想
い
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
が
起
こ
る
と
、

他
の
書
類
は
大
丈
夫
か
、
他

の
学
校
で
は
大
丈
夫
か
と
不

安
が
広
が
る
。
重
く
受
け
止

め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

警
察
の
捜
査
は
入
ら
ず

学
校
内
の
問
題
と
し
て
対
処

で
き
た
こ
と
、
個
人
情
報
の

流
出
は
無
か
っ
た
こ
と
は
不

幸
中
の
幸
い
だ
っ
た
。
関
係

者
の
処
分
等
は
。

　
　

県
教
育
委
が
決
め
る
こ

と
だ
が
、
し
っ
か
り
し
た
措

置
が
必
要
。
た
だ
、
当
事
者

が
思
い
詰
め
過
ぎ
て
し
ま
わ

な
い
よ
う
、
家
族
も
含
め
て

連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
。

　
　

再
発
防
止
策
と
し
て
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
改
訂
さ
れ
た
が
。

　
　

重
要
書
類
は
き
ち
ん
と

管
理
す
る
と
い
う
当
然
す
る

べ
き
こ
と
が
で
き
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
事
案
。
大
切
な

の
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
よ
り
も
、

一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
も
っ

て
職
務
に
あ
た
る
こ
と
。
信

頼
回
復
の
た
め
に
誰
か
の
顔

色
を
伺
う
よ
う
な
こ
と
は
せ

ず
、
生
徒
に
寄
り
添
っ
て
行

動
し
て
い
く
。
そ
の
先
に
し

か
信
頼
回
復
の
道
筋
は
な
い
。

生
徒
が
安
心
し
て
学
べ
る
よ

う
、
教
育
委
員
会
も
全
力
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

お
い  

か
わ　

  

ゆ
き   

こ

ご　

 

と
う　

  

し
ん   

た    

ろ
う

再びの飛躍を期待
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き
た
い

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

今
野 

雄
紀 

議
員

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

公
共
施
設
に
お
け
る
節
電
対
応
は

町
長
　
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の
実
施
、О
Ａ
機
器
の
取
り
扱
い
で

節電対策

問答 問

問

答

の
計
上
か
。

　
　

一
般
会
計
全
体
で
は
、

４
年
度
は
約
１
億
円
で
、
今

年
度
は
電
力
の
値
上
げ
を
見

込
ん
で
１
億
４,

８
０
０
万

円
を
計
上
し
た
。

　
　

値
上
げ
幅
を
そ
の
ま
ま

計
上
す
る
の
で
は
な
く
、
幾

ら
か
で
も
節
電
な
り
の
対
応

と
し
て
の
心
構
え
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　

残
念
な
が
ら
節
電
効
果

を
表
し
た
予
算
計
上
に
は
な

問答

　
　

一
般
家
庭
で
は
、
電
気

代
が
８
万
円
に
な
っ
た
、
何

万
円
に
な
っ
た
と
い
う
声
が

あ
る
。
役
場
も
同
じ
痛
み
を

共
有
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

　
　

公
共
施
設
の
維
持
管
理

費
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
昨

年
11
月
30
日
付
で
総
務
・
企

画
課
長
の
連
名
で
、
全
職
員

に
節
電
の
徹
底
を
通
知
し
た
。

　
　

総
務
費
の
光
熱
費
が
、

今
年
度
２,

０
０
０
万
円
計

上
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
は
１

,

０
０
０
万
円
だ
っ
た
が
、

節
電
対
策
を
考
慮
し
た
上
で

志津川全域と入谷地区の送電を守る志津川変電所

問

っ
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
見

積
り
で
あ
り
、
決
算
で
そ
の

結
果
が
で
て
く
る
。

　
　

指
定
管
理
者
へ
の
節
電

対
応
、
要
請
は
。

　
　

連
絡
・
調
整
し
て
同
様

の
取
り
組
み
を
求
め
て
ゆ
く
。

　
　

一
般
家
庭
へ
の
補
助
と

い
う
観
点
か
ら
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏

内
の
家
庭
に
設
置
自
治
体
だ

け
で
は
な
く
、
周
辺
自
治
体

に
も
恩
恵
を
受
け
る
と
い
う

対
応
も
必
要
で
は
な
い
か
。

７月豪雨被災した頭首工の現況

答 問

万
が
一
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
は
大
丈
夫
か

ライフライン

町
長  

重
要
性
を
認
識
し
災
害
に
強
い

　
　
　
水
道
事
業
運
営
を
心
掛
け
て
い
く

　
　

生
活
す
る
上
で
水
道
は

必
要
不
可
欠
と
考
え
る
が
、

停
電
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

確
保
は
万
全
か
。

　
　

災
害
に
強
い
水
道
施
設

の
構
築
を
念
頭
に
施
設
を
整

備
し
た
。
有
事
の
際
の
支
援

体
制
も
整
備
し
た
。

　
　

途
中
に
あ
る
中
継
ポ
ン

プ
等
々
は
大
丈
夫
か
。

　
　

規
模
に
も
よ
る
が
半
日

か
ら
一
日
持
つ
容
量
は
備
え

て
い
る
。

　
　

次
に
電
気
に
つ
い
て
伺

う
。
新
井
田
に
変
電
所
が
あ

る
が
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
場

合
、
町
と
電
力
と
で
話
し
合

い
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

電
力
の
所
掌
の
部
分
に

な
る
た
め
何
と
も
言
え
な
い

　
　

先
日
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
の
首
長

会
議
が
あ
り
、
核
燃
料
税
が

立
地
自
治
体
に
し
か
出
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
我
々

問

問

答

問

を
あ
げ
て
い
る
。
教
職
員
だ

け
で
な
く
児
童
生
徒
に
も
考

え
て
も
ら
う
場
と
し
て
、
町

立
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
会

代
表
者
会
議
、
通
称
Ｇ
セ
ブ

ン
、
南
三
陸
町
子
供
サ
ミ
ッ

ト
を
開
催
す
る
予
定
だ
。

　
　

不
登
校
の
主
な
原
因
は
。

　
　

小
学
校
だ
と
、
親
子
の

関
わ
り
、
不
安
等
の
情
緒
的

被
災
箇
所
の
整
備
を
早
急
に

　
　

昨
年
７
月
豪
雨
で
頭
首

工
付
近
の
水
路
に
水
を
取
り

込
む
こ
と
が
で
き
な
い
状
態

の
箇
所
の
復
旧
を
町
で
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

小
規
模
な
被
災
箇
所
が

残
っ
て
い
る
こ
と
も
承
知
し

て
い
る
。
復
旧
に
要
す
る
経

費
に
つ
い
て
は
補
助
事
業
を

活
用
し
て
ほ
し
い
。

　
　

被
災
箇
所
は
何
件
か
。

　
　

２
月
末
現
在
で
、
入
谷

地
区
10
件
、
志
津
川
・
歌
津

地
区
で
各
１
件
の
計
12
件
。

　
　

何
と
か
時
期
に
間
に
合

う
対
応
が
出
来
な
い
か
。

町
長
　
町
の
補
助
事
業
を
活
用
し
復
旧
を
検
討
し
た
い

７月豪雨災害

問

不
登
校
な
ど
の
予
防
策
は

Ｇセブン
　
　

４
月
か
ら
こ
ど
も
家
庭

庁
が
動
き
出
す
。
所
信
表
明

に
も
う
た
わ
れ
た
﹁
子
ど
も

の
視
点
に
立
ち
、
子
ど
も
や

家
庭
が
抱
え
る
諸
課
題
に
対

し
切
れ
目
の
な
い
包
括
的
な

支
援
が
期
待
さ
れ
る
﹂
と
あ

る
。
不
登
校
対
策
と
し
て
は
、

学
校
教
育
の
場
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、
幼
児
保
育
・
教

育
の
場
か
ら
も
不
登
校
に
な

り
に
く
い
予
防
に
も
な
る
子

育
て
環
境
整
備
・
支
援
も
必

要
で
は
な
い
か
。
不
登
校
に

な
ら
な
い
た
め
の
予
防
的
取

り
組
み
は
。

　
　

令
和
３
年
度
か
ら
は
県

の
指
定
を
受
け
ず
に
、
町
独

自
で
﹁
行
き
た
く
な
る
学
校

づ
く
り
﹂
推
進
事
業
で
成
果

教
育
長
　﹁
行
き
た
く
な
る
学
校
づ
く
り
﹂

　
　 

﹁
南
三
陸
町
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
﹂
で

混
乱
。
中
学
校
だ
と
、
無
気

力
、
親
子
関
係
、
友
人
関
係

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

不
登
校
の
予
防
策
は
。

　
　

こ
れ
と
い
う
特
効
薬
は

難
し
い
が
、
学
校
の
中
で
の

居
場
所
づ
く
り
が
大
切
だ
。

　
　

子
育
て
支
援
で
経
済
的

な
給
食
費
無
償
化
も
大
切
だ

が
、
図
書
館
に
は
赤
ち
ゃ
ん

関
連
は
１
０
０
冊
近
く
あ
る

の
に
、
ひ
き
こ
も
り
・
不
登

校
関
連
は
２
冊
だ
け
だ
。
昨

年
10
月
に
刊
行
さ
れ
た
﹁
わ

が
子
を
不
登
校
・
引
き
こ
も

り
に
し
な
い
た
め
の
十
ヶ

条
﹂
と
い
う
本
な
ど
も
、
ぜ

ひ
蔵
書
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　

必
要
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
図
書
担
当
と
検
討
す
る
。

も
避
難
訓
練
等
し
て
お
り
応

分
の
分
配
を
す
べ
き
と
し
た
。

５
月
ご
ろ
県
に
要
望
に
行
く
。

知
事
も
、
県
議
の
同
様
の
一

般
質
問
で
、
前
向
き
な
答
弁

を
し
て
い
る
。

　
　

災
害
復
旧
等
の
対
象
と

な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

各
農
家
で
自
力
復
旧
を
す
る

た
め
の
経
費
を
補
助
す
る
。

　
　

自
力
復
旧
と
言
わ
れ
て

も
高
齢
者
に
と
っ
て
は
大
変

な
仕
事
だ
と
思
う
が
。

　
　

請
負
復
旧
の
場
合
上
限

は
10
万
円
、
直
営
で
や
る
場

合
は
上
限
５
万
円
。
例
え
ば

原
材
料
費
と
か
、
土
砂
を
処

理
す
る
た
め
の
重
機
代
補
助

に
５
万
円
の
補
助
と
な
る
。

　
　

止
水
板
を
抑
え
る
中
間

柱
も
取
り
壊
さ
れ
て
い
る
状

態
で
、
水
も
取
り
い
れ
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
が
。

　
　

占
用
物
件
に
つ
い
て
は

占
用
者
で
し
っ
か
り
管
理
し

て
い
た
だ
く
よ
う
、
河
川
管

理
者
の
立
場
で
そ
れ
ら
に
つ

い
て
は
手
伝
い
で
き
か
ね
る
。

　
　

止
水
板
の
取
り
付
け
分

は
、
各
組
合
で
や
る
と
い
う

災
害
時
の
際
は
全
域
と
は
言

え
な
い
が
、
一
部
分
の
部
分

的
な
応
急
復
旧
に
つ
い
て
は

お
こ
な
う
こ
と
に
な
る
。

　
　

水
堺
ル
ー
ト
を
新
設
し

近
隣
の
自
治
体
と
一
緒
に
今

後
の
災
害
対
策
に
役
立
て
る

よ
う
な
考
え
は
な
い
か
。

　
　

一
度
経
験
し
た
こ
と
な

の
で
、
電
力
と
可
能
な
の
か

を
話
す
こ
と
は
や
ぶ
さ
か
で

は
な
い
と
思
う
。

　
　

入
谷
地
区
に
水
源
の
計

画
は
な
い
か
。

　
　

調
査
し
た
が
賄
え
る
ほ

ど
の
水
源
量
が
な
い
と
わ
か

り
断
念
し
た
。

　
　

ど
の
く
ら
い
の
水
量
が

あ
れ
ば
足
り
る
か
。

　
　

一
日
の
使
用
水
量
は
、

６,

０
０
０
ｔ
、
現
在
の
主

要
水
源
３
箇
所
を
合
わ
せ
る

と
７,

３
０
０
ｔ
の
水
量
が

あ
る
。

　
　

今
後
の
水
堺
ル
ー
ト
の

働
き
か
け
は
。

　
　

可
能
か
ど
う
か
話
を
す

る
こ
と
は
や
ぶ
さ
か
で
は
な

い
と
思
う
。

よ
う
な
理
解
で
よ
い
の
か
。

　
　

は
っ
き
り
言
っ
て
制
度

上
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
。
で

き
る
だ
け
自
己
管
理
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
具
体
に
つ

い
て
は
町
に
遠
慮
な
く
相
談

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

る
。

クレームが多いお粗末な待合室

こ
ん   

の　

    

ゆ
う   

き

さ 　

と
う　

  

ゆ
う  

い
ち
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目
指
す
教
育
は

教
育
長
　
生
き
抜
く
力
の
育
成
・
郷
土
愛
の
醸
成
へ

教育現場

答

問

問 問

答

高台に建つ校舎

は
綿
密
に
や
り
取
り
を
し
て

い
る
。

　
　

学
校
の
施
設
整
備
は
町

で
行
い
、
管
理
運
営
は
学
校

長
が
行
う
こ
と
で
、
教
育
委

員
会
と
学
校
で
の
壁
は
感
じ

ら
れ
た
か
。

　
　

壁
も
な
く
、
何
も
な
く

教
育
委
員
会
の
指
導
を
待
つ

の
み
の
学
校
運
営
も
い
か
が

な
も
の
か
。
教
育
委
員
会
で

は
、
国
・
県
・
町
の
方
針
を

伝
え
て
、
そ
の
範
囲
内
で
学

校
運
営
は
校
長
が
責
任
を
も

っ
て
思
い
切
り
学
校
経
営
を

し
て
ほ
し
い
。

　
　

教
育
長
の
目
指
す
教
育

の
在
り
方
は
。　
　
　
　
　

　
　

教
育
基
本
計
画
の
基
本

理
念
に
基
づ
き
、
各
学
校
の

特
色
を
生
か
し
た
教
育
課
程

に
基
づ
き
、
社
会
を
生
き
抜

く
力
の
育
成
・
郷
土
愛
を
醸

町
長  

人
事
管
理
の
基
礎
資
料
に

　
　
　  

適
正
な
人
事
異
動
に
も
生
か
す

問

答

問

答

答
　
　

昨
年
志
津
川
中
学
校
で

発
生
し
た
文
書
紛
失
事
案
の

要
因
は
。

　
　

教
育
現
場
で
常
に
厳
正

な
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
が
徹

底
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、

教
職
員
間
の
適
切
な
事
務
処

理
分
担
や
、
校
内
で
の
協
力

体
制
、
個
々
の
健
康
管
理
を

含
め
た
広
い
視
点
で
考
え
る

こ
と
が
必
要
だ
。

　
　

今
回
の
事
案
で
教
育
委

員
会
と
学
校
と
の
報
告
・
連

絡
・
相
談
の
連
携
は
。

　
　

学
校
長
と
教
育
委
員
会

成
す
る
取
組
み
の
継
続
、
子

供
た
ち
の
行
き
た
く
な
る
、

魅
力
あ
る
先
生
の
い
る
学
校

づ
く
り
を
目
指
す
。
今
回
の

事
案
を
教
訓
に
学
校
、
教
育

委
員
会
と
も
風
通
し
の
良
い

組
織
に
、
全
教
職
員
が
全
力

を
挙
げ
て
不
祥
事
根
絶
に
取

り
組
み
指
導
力
と
資
質
向
上

を
図
る
。

今後も防災拠点の整備更新を

問

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
観
光
活
性
化
策
は

観光活性化
　
　

選
ば
れ
る
観
光
地
に
な

る
た
め
の
南
三
陸
の
ブ
ラ
ン

ド
イ
メ
ー
ジ
は
。

　
　

﹁
会
い
た
い
人
が
い

る
﹂
こ
と
﹂
で
あ
る
。

　
　

町
全
体
を
周
遊
さ
せ
て

い
く
仕
組
み
づ
く
り
は
。

　
　

物
理
的
に
は
車
で
の
移

動
が
現
実
的
で
あ
り
、
立
ち

寄
り
た
い
施
設
、
場
所
が
あ

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　
　

車
以
外
の
手
段
で
周
遊

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
は
で

き
な
い
か
。

　
　

デ
マ
ン
ド
型
交
通
も
新

た
に
取
り
組
む
が
、
観
光
に

活
用
す
る
こ
と
は
先
の
課
題

と
捉
え
て
い
る
。

　
　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の

推
進
で
台
湾
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ

る
が
、
柱
と
な
る
ポ
イ
ン
ト

は
何
か
。

　
　

防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

導
入
目
的
は

人事評価

問問

　
　

町
で
は
、
２
年
間
の
試

行
期
間
を
経
て
、
令
和
５
年

度
か
ら
本
格
導
入
す
る
人
事

評
価
制
度
と
目
的
は
。

　
　

こ
の
制
度
は
、
単
に
人

物
を
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、

任
用
・
給
与
・
分
限
な
ど
の

人
事
管
理
の
基
礎
資
料
と
し

て
反
映
さ
せ
る
こ
と
や
、
人

材
育
成
、
組
織
と
し
て
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
職
員
の
士

気
向
上
を
図
り
適
正
な
人
事

異
動
に
も
生
か
す
。

　
　

制
度
の
導
入
に
つ
い
て

の
説
明
や
理
解
は
十
分
か
。

　
　

制
度
を
理
解
す
る
こ
と

が
大
事
だ
。
昨
年
７
月
に
制

度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
り
、
11
月
に
人
事
評
価
研

修
を
実
施
。
評
価
者
研
修
に

53
人
、
被
評
価
者
研
修
に
67

人
参
加
し
て
い
る
。

地
域
防
災
計
画
・
防
災
拠
点
整
備
に
つ
い
て

　
　

地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
、
検
討
計
画
は
。

　
　

国
や
県
の
計
画
更
新
を

踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
対

応
し
て
い
く
。

　
　

防
災
拠
点
の
新
た
な
整

備
や
改
善
更
新
の
考
え
は
。

　
　

新
た
な
整
備
は
無
い
が
、

改
善
や
更
新
は
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
適

切
に
進
め
て
い
く
。

　
　

役
場
と
ベ
イ
サ
イ
ド
ア

リ
ー
ナ
の
災
害
時
に
お
け
る

役
割
は
明
確
に
な
っ
て
い
る

か
。

　
　

役
場
は
あ
く
ま
で
災
害

町
長
　
適
切
な
更
新
を
図
り
な
が
ら
防
災
力
向
上
を
図
る

防災計画

答 問
　
　

以
前
は
、
評
価
者
も
よ

く
理
解
で
き
な
く
、
恣
意
的

な
評
価
も
あ
っ
た
と
聞
く
が
、

１
年
経
過
し
て
改
善
さ
れ
た

の
か
。

　
　

５
年
の
２
月
末
か
ら
３

月
当
初
に
、
全
て
の
部
署
で

目
標
設
定
シ
ー
ト
の
達
成
具

合
、
人
事
評
価
が
提
出
さ
れ
、

全
体
的
に
以
前
よ
り
評
価
の

ば
ら
つ
き
は
解
消
さ
れ
て
い

る
。

対
策
本
部
の
拠
点
で
あ
り
、

ベ
イ
サ
イ
ド
ア
リ
ー
ナ
が
避

難
所
的
な
役
割
に
な
る
。

　
　

歌
津
地
区
で
は
総
合
支

所
が
防
災
拠
点
の
役
割
を
果

た
す
施
設
で
あ
る
が
、
整
備

状
況
は
十
分
で
あ
る
か
。

　
　

非
常
時
に
稼
働
で
き
る

整
備
は
こ
れ
ま
で
も
進
め
て

き
て
い
る
。

　
　

宮
城
県
の
緊
急
消
防
支

援
隊
受
援
計
画
で
も
平
成
の

森
は
宿
営
地
と
し
て
想
定
さ

れ
て
い
る
。
防
災
の
観
点
と

し
て
も
照
明
設
備
は
必
要
で

は
無
い
か
。

　
　

必
要
性
は
あ
る
が
、
整

備
財
源
を
ど
う
す
る
か
が
課

題
で
あ
る
。

　
　

防
災
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興

だ
け
で
な
く
他
の
分
野
で
も

補
助
制
度
を
探
し
た
り
、
民

間
会
社
と
の
連
携
協
定
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

　
　

い
ろ
い
ろ
可
能
性
は
探

っ
て
い
る
状
況
を
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

　
　

防
災
士
資
格
の
取
得
助

成
だ
け
で
な
く
活
動
で
き
る

環
境
整
備
を
進
め
ら
れ
な
い

か
。

　
　

自
主
防
災
組
織
と
の
連

携
や
、
も
う
少
し
人
数
が
増

え
て
く
れ
ば
情
報
交
換
の
場

を
設
け
た
り
、
組
織
化
も
含

め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
長  

域
内
連
携
と
域
内
循
環
型
を
確
立
す
る
取
組
を
進
め
る

そ
し
て
、
教
育
旅
行
に
お
い

て
は
学
校
交
流
が
条
件
。

　
　

南
三
陸
高
校
と
の
交
流

は
今
後
進
む
か
。

　
　

コ
ロ
ナ
前
か
ら
交
流
に

つ
い
て
協
力
が
あ
り
、
今
後

も
連
携
を
進
め
て
い
く
。

　
　

民
宿
へ
の
宿
泊
を
促
進

し
て
い
く
考
え
は
。

　
　

ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て

お
り
、
宿
泊
部
会
の
中
で
出

て
く
る
ア
イ
デ
ィ
ア
に
期
待

し
、
後
方
支
援
し
て
い
き
た

い
。

　
　

観
光
に
お
け
る
ク
リ
エ

イ
タ
ー
の
発
掘
、
育
成
に
つ

い
て
施
策
検
討
は
。

　
　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
含
め

人
材
発
掘
や
育
成
に
つ
い
て

も
町
と
し
て
継
続
的
に
取
り

組
ん
で
行
く
。

「会いたいひとがいる町・南三陸」

す
が  

わ
ら　

  

た
つ 　

お

い   

と
う　

  　
　

  

し
ゅ
ん
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常
日
頃
か
ら
の
訓
練
、

　
　
　
　
　
　
　
お
疲
れ
様
で
す

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言 

〜 

委
員
会
報
告

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言 

〜 

委
員
会
報
告

先進地に倣い、活発な議会へ

　令和５年２月８日、神

奈川県茅ケ崎市議会にて、

議会運営及び議会基本条

例等に関する事項につい

て、議会事務局職員から

聞き取り調査をおこなっ

た。

議会運営
委員会

　視察研修に先立ち、復興支援

としてのべ１１名の職員を派遣

していただいたことに対しての

表敬訪問をおこない、佐藤市長

や元派遣職員の方々に手厚く歓

迎していただいた。変わらぬ絆

を再確認したところである。

　視察にあたっては、数々の先

進的な取り組みがある中で、

①決算審査での事業評価

②自由討議

③政策討議

④議会基本条例の検証・改正

⑤一般質問の重複

という５つについて特に詳しく

調査した。

　①決算における事業評価は、

結果を翌年度の予算に反映させ

ることまでがセットになってい

て意義と効果が明確であった。

調査の概要

　当町議会では、議会における

最高規範である基本条例制定か

ら５年が経過している。その検

証も含め、町民の負託に応える

議会として、議会機能をさらに

発揮するための方法、議会の適

正かつ円滑な運営等について調

査をおこなうものである。

調査の目的

移住定住策で地域の活性化へ

　令和５年２月２０日、

地方創生戦略における移

住定住事業について、

企画課職員から聞き取り

調査を行なった。

総務産業建設
常任委員会

　当町における移住定住策は６

事業で展開されており、平成２

８年８月以来、移住件数、人数

ともに年々増加傾向にあり、移

住定住を視野に検討している

方々の関心の高さと事業の成果

が伺えた。ニーズの多様化に対

し様々な業務にて柔軟に対応し

ている一方で、お試し移住事業

においては、制度化するにあた

り慎重さを求められる事例もあ

調査の概要

るという現状であり、今後の取

り組みについては注視したいと

ころである。

　移住定住はゴールではなく、

実際の活動状況および生活状況

における地域との関わりが、地

域の活性化につながるものとな

っているか、確認する必要性が

あることから、継続調査とする。

安全・安心な町へ消防水利を調査

　令和５年２月２１日、

町の消防防災施設の整備

状況について、担当職員

から聞き取り調査をおこ

なった。

民生教育防災
常任委員会

　長野賞を受賞している。

　消防防災の中核的役割を担う

消防団の現団員数は４１７名で

あり、令和４年４月に報酬額を

引き上げたが、定数（４５０

名）には達していない。班の統

合なども視野に、再編を考える

時期に来ているようである。

　施設については、老朽化する

消防屯所の建て替えなどが検討

調査の概要 されている。また、町内には消

火栓が２４１カ所、防火水槽が

２０６カ所あるが、山間部など

十分に行き届いていない地域も

多くあるため、令和５年度に消

防水利希薄地域の抽出業務を予

定している。

　様々な自然災害への備えを充

実させていくことが喫緊の課題

でもあるため、継続調査とする。

また、③政策討議については、

常任委員会ごとにテーマを選定

し時間をかけて調査研究をおこ

ない、最終的には議会から市長

への政策提言書に昇華させてお

り、見習うべき点も多く感じら

れた。

　当委員会ではこれらの取り組

みも参考にしつつ、②委員会に

おける自由討議の実施によって、

論点や争点を明らかにして委員

間での合意形成を図ることがで

きないか、また、④議会基本条

例に則った議会運営について検

討し、運用について見直す必要

がある点がないか洗い出す作業

をおこなうこととするため、引

き続き調査・検討することとし

た。

　今年２月に起きたトルコ・シ

リア地震など、地上から災害は

なくならない。だからこそ我々

は、防災・減災について不断の

検討を重ねていかなければなら

ない。当委員会では、自然災害

に対する防災対策について、調

査、検討する。

調査の目的



皆さんの考えをお聞かせください。
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﹁
若
い
世
代
を
追
い
払
う
町
﹂

志
津
川
袖
浜
　

　
　

　
遠 

藤
　 

悠 

生 

さ
ん

　

若
者
を
呼
び
込
ん
で
い
る
割
に
、

こ
の
町
は
若
者
を
止
め
る
点
に
お

い
て
何
も
し
て
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
若
者
が
息
抜
き
で
き
る
場
所

が
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
無
い

で
す
。
飲
食
店
で
例
え
る
な
ら
観

光
客
向
け
の
観
光
客
か
ら
し
て
も

高
す
ぎ
る
料
金
の
料
理
を
出
し
て

い
る
店
ば
か
り
で
正
直
、
子
ど
も

の
お
小
遣
い
や
ア
ル
バ
イ
ト
代
で

行
く
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
す
ぎ
る

と
思
い
ま
す
。
娯
楽
施
設
や
イ
ベ

ン
ト
に
関
し
て
も
、
例
え
ば
カ
ラ

オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
が
あ
れ
ば
若
者
は

も
ち
ろ
ん
、
ご
高
齢
の
方
々
も
暇

つ
ぶ
し
や
息
抜
き
、
ス
ト
レ
ス
発

散
に
利
用
で
き
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

は
現
状
コ
ロ
ナ
禍
で
難
し
い
で
す

が
、
そ
れ
で
も
町
内
に
住
ん
で
い

て
耳
に
情
報
が
入
ら
な
い
の
は
如

何
な
も
の
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
何
も
無
い
町
に
若
者
は
残

り
た
い
、
来
た
い
と
思
う
若
者
は

少
な
い
と
思
い
ま
す
。

わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言

議
会
か
ら

　

町
に
残
る
若
者
の
た
め
に
町
と

し
て
娯
楽
施
設
の
誘
致
や
若
者
の

利
用
で
き
る
施
設
へ
の
支
援
な
ど

が
あ
っ
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

　

若
者
た
ち
が
住
み
づ
ら
い
、
定

着
し
づ
ら
い
と
い
う
率
直
な
思
い

が
強
く
込
め
ら
れ
た
タ
イ
ト
ル
と

受
け
止
め
ま
し
た
。
お
話
を
伺
え

ば
、
県
外
の
ご
友
人
等
の
目
線
か

ら
見
え
た
感
想
が
含
ま
れ
て
い
る

と
の
事
で
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

娯
楽
を
求
め
、
町
外
へ
足
を
運

び
、
休
日
を
過
ご
す
若
者
た
ち
が

い
る
現
状
を
議
会
と
し
て
も
把
握

し
て
お
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
向

き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

が
あ
る
事
に
気
づ
か
せ
て
頂
く
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
貴
重
な

ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ラ
イ
ブ
映
像
配
信
中
！

　
議
会
開
会
中
は
パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ホ
か
ら
、　
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

配
信
映
像
は
こ
ち
ら
か
ら 

�

　次回の本会議は６月開催の予定ですが、新型コロナウイルス感染拡大

防止のため、傍聴の自粛をお願いする場合があります。

編
集
後
記

　

新
年
度
予
算
の
審
査
を

中
心
に
、
い
つ
も
よ
り
多

め
の
ペ
ー
ジ
数
で
お
送
り

し
ま
し
た
。
よ
り
正
確
に
、

よ
り
多
く
の
こ
と
を
、
と

欲
張
っ
て
文
字
数
が
多
く

な
り
が
ち
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
読
み
や
す
い
誌
面

を
目
指
し
て
、
工
夫
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。　

５
月
。
新
し
い
環
境
で
の

生
活
に
も
馴
染
ん
で
き
た

頃
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
続
け

て
き
た
生
活
も
、
少
し
ず

つ
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
回
可
決
し
た
予
算
で
町

民
の
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し

が
も
っ
と
良
く
な
る
よ
う
、

行
政
に
よ
る
執
行
を
し
っ

か
り
見
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
議
会

や
議
員
の
発
言
、
行
動
を
、

み
な
さ
ん
に
し
っ
か
り
見

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。　
　

後
藤
伸
太
郎

発
行
責
任
者  

議
長  

星  

喜
美
男

  

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

委 

員 

長　

後
藤
伸
太
郎

　
　

副
委
員
長　

須
藤　

清
孝

　
　

委　
　

員　

佐
藤　

雄
一

　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

尚
勝

　
　
　
　
　

   

阿
部　
　

司

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　
　

俊　
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